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序章

4D Insider は、はデータベースから他のデータベースにオブジェクトを移動させる
と同時に、データベースオブジェクトのクロスリファレンス（相互参照）を行うた
めのユーティリティです。また、 4th Dimension とともに 4th Dimension環境を構成す
るツールの1 つでもあります。

このマニュアルについて

クロスプラットフォーム
に関する注意 

このマニュアルは 4D Insider について紹介し、Windows ̈  と Mac ª OS（Macintosh
およびPower Macintosh）両方の環境における使い方を説明します。2 つのプラッ
トフォーム上で 4D Insider の考え方や、機能はほとんど同じですが、必要がある場
合は、その違いについても説明があります。こうした違いには、表示上のユーザ
インタフェースやキーボードコマンドも含まれます。

このマニュアルには、Macintosh、Windows 両方の環境の図を示してあります。

マニュアルの構成 このマニュアルは、以下のような構成になっています。  

■ 第1 章「4D Insiderについて」：4D Insider の概要を紹介します。  

■ 第2 章「データベースを開く」：4D Insider の起動方法とデータベースのクローズ
／オープン方法について説明します。 

■ 第3 章「データベースオブジェクトの表示」：4D Insider「メイン」ウインドウの
オブジェクトのクロスリファレンスの使用法とオブジェクトの内容の見方につい
て説明します。 

■ 第4 章「フィルタの使用」：フィルタを使用して、調べようとするタイプのオブ
ジェクトだけを選択する方法について説明します。 

■ 第5 章「検索と置換」：データベースやライブラリ内の、オブジェクトの検索方法
と名前の置換方法について説明します。ライブラリとグループの使用」：オグジェ
クトからライブラリやグループを作成する方法について説明します。
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序章
■ 第6 章「ライブラリとグループの使用」：オグジェクトからライブラリやグループ
を作成する方法について説明します。 

■ 第7 章「オブジェクトの移動」：オブジェクトをデータベースから、他のデータ
ベースやライブラリに移動させる方法について説明します。 

■ 第8 章「オブジェクトのドキュメント化」：データベース内のオブジェクトや、
データベースそのものに関するドキュメントの作成方法について説明します。 

■ 第9 章「データベースのローカライズ」：アプリケーションを他国の言語にローカ
ライズする際に、メニューや、ボタン、フォーム内のスタティックテキストの代
りに使われる STR# リソースの作成方法および編集方法について説明します。 

■ 第10章「印刷と書き出し」：データベースオブジェクトに関する情報の印刷方法
および書き出し方法について説明します。 

■ 付録A「キーボードショートカットキー」：4D Insider で使用可能なキーボード
ショートカットキーの一覧を、Macintosh と Windows 両方について示します。 

■ 付録B「Customizer Plusユーティリティ」：アプリケーションを他国の言語にロー
カライズする際に、テキストをストリングリソースで表示する方法について説明
します。

ハイパーテキスト
ナビゲーション 

このマニュアルを電子ドキュメントとしてお読みになっている場合、ハイパーテキ
ストリンクを利用することができます。青字で表記されている文字にはハイパーテ
キストリンクが設定されています。ただし、「目次」および「索引」は各見出し語に
対してすでにハイパーテキストリンクが設定済みなので、この限りではありません。

ハイパーテキストリンクをクリックすると、詳細説明を含むページへ即座に移動し
ます。元のページへ戻るには、「前ページ」ボタン をクリックします。

マニュアルページを表示しているウインドウの左側にある「しおり」をクリックし
て、ドキュメント内を移動することもできます。

マニュアル記述について 内容をよりよく理解していただくために、このマニュアルでは一定の表記法を使用
しています。

次のような説明法が使われています。

注：このような強調文は、4D Insider をより効果的に使用するための注釈やショー
トカットを提供します。

このような注意書きは、重要な情報に対する注意を促しています。

このような警告は、データが失われる恐れがあることを示します。
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このマニュアルについて
4D Server：マニュアルを通して、4th Dimension、4D Server ／ 4D Client は単に
4th Dimension と呼びます。2 つの製品の操作の違いは、この 4D Server マークの
中で説明されています。4D Server マークは 4D Server/4D Client の使用方法に関
する情報を提供しています。この情報は、4D Server ／ 4D Client の操作が
4th Dimension と異なる部分のみ提供します。

またテキスト中のテーブル名には角括弧が付けられ、フィールド名や、フォーム
名、その他の項目と区別できるようにしています。たとえば、会社ファイルは [会
社 ] ファイルと表わします。
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第 1章 はじめに

4D Insider はデータベースオブジェクトのクロスリファレンス（相互参照）を行う
ツールです。データベース内のテーブル、フォーム、メソッド、メニューなど、任
意のオブジェクトを選択して、他のオブジェクトとの関係を調べることができま
す。オブジェクトそのものを見るだけでなく、名前を変更することもできます。ま
た、オブジェクト名を置きかえて STR# リソースを変更したり、メニューや、ボタ
ンラベル、レイアウト上の固定文字列に使われているテキストを集めた STR# リ
ソースを変更することもできます。

複数のデータベースで同じ名前を使用することがよくあります。4D Insider を使い、
データベースやライブラリからオブジェクトを移すこともできます。“ライブラリ”
は、4D Insider で作成する特殊なファイルで、データベースに共通な要素を納めた
ものです。

新規にデータベースを作成する場合、すでに他のデータベースで作られたオブジェ
クトを再利用すれば開発工程を短縮することができます。また、1つのデータベー
スに属すオブジェクトを変更した後、同じオブジェクトを使っているデータベース
をすべて更新することもできます。

オブジェクトの関係
オブジェクトは本来、データベース内で互いに何らかの関連性を持っています。第
一にテーブルはそのフィールドと関連しています。さらに、少なくとも 1 つの
フォームと関連しています。同様に、フォームは、その中で使われるオブジェクト
（フィールド、スクリプト等）と関連しています。
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はじめに
次の図は、レイアウトで使用するオブジェクトとそのレイアウトの関係を示してい
ます。

また、このフォームも別のオブジェクトから使われています。フォームは常にテー
ブルによって使われますが、プロシージャの中でも使われます。たとえば、あるメ
ソッドで  INPUT  FORM コマンドの引数としてフォーム名を使う場合などです。

このようなオブジェクト間の関係は、お互いを参照したり使用したりするオブジェ
クト群を表示することから“クロスリファレンス”と呼ばれます。クロスリファレ
ンスは 　4D Insider のメインウインドウとして表示されます。

メインウインドウにはデフォルトで、4D Insider から認識されるすべてのタイプの
オブジェクトが表示されます。必要なオブジェクトのタイプを指定することもでき
ます。

フォームメソッド

フィールド

オブジェクトメソッド

メニューバー

フォーム

テーブル

プロジェクトメソッド

フォームメソッド

フィールド

オブジェクトメソッド

メニューバー
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「メイン」ウインドウ
「メイン」ウインドウ
4D Insider の「メイン」ウインドウは、3 つの部分に分かれています。上の部分に
はデータベースオブジェクトのリストと、その関係が表示されます。次のような 3
つのリストが表示されます。 

■「メイン」リスト － データベースオブジェクトが表示されます。 

■「使用箇所」リスト － 「メイン」リストで選択されているオブジェクトを使用し
ているオブジェクトが表示されます。 

■「使用オブジェクト」リスト － 「メイン」リストで選択されているオブジェクト
で使われているオブジェクトが表示されます。

スクリーンの中央の部分は「情報」エリアです。ここには、「メイン」リストで選
択されているオブジェクトに関する情報が表示されます。

スクリーンの下の部分は「オブジェクト内容」エリアで、オブジェクトの内容が表
示されます。 

リスト

「情報」エリア

「オブジェクト内容」
エリア

Windows 環境の「メイン」ウインドウ例
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はじめに
4D Insider のカスタマイズ
Customizer Plus を使って 4D Insider の「フォント」や「トランスレーション」、「メ
ソッド」リソースを変更することができます。

4D Insider アプリケーションのポップアップメニューや、プリントに使われるフォ
ントとフォントサイズを変更できます。

「トランスレーション」リソースによって 4D Insider で 4 th Dimension のコマンドを
表示する際に使用する言語を指定できます。

「メソッド」リソースにより、プロシージャ内のさまざまな要素の表示色を指定で
きます。

これらのリソースのカスタマイズに関する詳細は、このマニュアルの「付録Ｂ」お
よび 4 th Dimension に付属の『ユーティリティガイド』オンラインドキュメントを
参照してください。

STR# リソース
STR# リソースは、メニューやボタンラベル、フォーム上の固定文字列に使用する
文字列を集めたものです。メニューやボタン、フォームに使用する文字列を直接
コーディングする代わりに、STR# の番号によって参照できます。

STR# を使うと、データベースのローカライズが非常に簡単になります。フォーム
やメニュー、ボタンをいちいち修正する代わりに、STR# リソースの修正だけで済
みます。

4D Insider を使えば、Macintosh、Windows のいずれにおいても STR# の作成や修正
を行うことができます。Macintosh 上では、ResEdit ª などのリソースエディタを使
うこともできます。

4D Insider による STR# の使用、作成、修正に関する詳細は第 9 章 「データベース
のローカライズ」を参照してください。 
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第 2章 データベースを開く

4D Insider を使ってデータベースを調べるためには、まずデータベースを開く必要
があります。複数のデータベースを開き、データベース間でオブジェクトをコピー
することもできます。

複数のデータベースで同じ名前を使用することがよくあります。“ライブラリ”は、
4D Insider で作成する特殊なファイルで、データベースに共通な要素を納めたもの
です。ライブラリを使用して一連のオブジェクトのコピーを保存し、後で他のデー
タベースで再利用することができます。オブジェクトを更新する際には、更新後の
オブジェクトをライブラリにコピーし、そのライブラリを使用して他のデータベー
スを更新することができます。

この章では、次の事柄について説明します。 

■ 4D Insider の起動 

■ データベースのオープン 

■ 新規データベースの作成 

■ データベースの再解析 

■ メニューから開ける優先データベースリストの保存 

■ SQL定義ファイルを元にしたデータベースの作成 

■ 起動時オプションの設定 

■ データベースのクローズ 

■ ライブラリの作成および保存 

■ ライブラリのオープン 

■ マルチプラットフォーム環境におけるライブラリの使用
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データベースを開く
4D Insider の起動
4D Insider を起動するには、 

■ 4D Insider アプリケーションのアイコンをダブルクリックします。または、
データベースのストラクチャファイルを4D Insiderアプリケーションアイコンにド
ラッグします。

「4D Insider ª について」ウインドウが表示されます。

データベースを開く
4D Insider は、4 th Dimension バージョン 3.1 以降 または 4D Server 1.1 以降で作成さ
れるか、これらのバージョンに変換されたコンパイルしていないデータベースを開
くことができます。バージョン 3.1以前の 4 th Dimension で作成されたデータベース
は、4 th Dimension バージョン3.1 または 4D Server 1.1 以降のバージョンに変換する
必要があります。

注：4th Dimension、4D Runtime、または 4D Server などの、他のアプリケーショ
ンからすでに開かれているデータベースを開くことはできません。

注：Macintosh上でバージョン3 の 4D データベースやバージョン2 の 4D Insider
ライブラリを変換する際、少なくとも変換しようとしているデータベースと同じサ
イズのメモリを4D Insider に割り当ててください。

バージョン3.x.x のデータベースを開く場合、バージョン6.0 以降の 4D Insiderでは
データベースのストラクチャファイルがバージョン6.0の形式に変換されている必
要があります。この変換を行う前に、4D Insider より次のような確認ダイアログが
表示されます。

「OK」ボタンをクリックすると、ストラクチャファイルが変換され、その後で解析
されます。 
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データベースを開く
4 th Dimension ではデータベースのストラクチャファイルとデータファイルの両方
が変換されますが、4D Insider ではストラクチャファイルしか変換されません。次
回、バージョン6.0 以降の 4 th Dimension を使ってこのデータベースを開くと、デー
タファイルだけを変換する旨のメッセージが4 th Dimension より表示されます。

注：ローカルに開かれたデータベースだけを変換できます。

データベースを開くには、

1 「ファイル」メニューから「開く」を選択します。Macintosh 上では、サブメニュー
からメニューアイテムを選択します。Windows 上では、「開く」と「サーバ上の
データベースを開く ...」は別々のメニューコマンドになっています。

サブメニューには、ハードディスク上のデータベースを開く「ローカル ...」と
4D Server によってネットワーク上で公開されているデータベースを開く「4D
Server上 ...」があります。

2 後述の「ローカルなデータベースを開く」、または「サーバ上のデータベースを開
く」の手順に従います。

データベースを開いた後、4D Insider はデータベース内に含まれるオブジェクトの
クロスリファレンス表を作成します。その際、オブジェクトの解析中であることを
示すウインドウが現れます。

Macintosh バージョンWindowsバージョン
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データベースを開く
データベースの解析が終了してクロスリファレンスができ上がると、データベー
スのオブジェクトがウインドウに表示されます。

必要に応じて複数のデータベースを開くことができます。オープンされたデータ
ベースはそれぞれ独自のウインドウを持ちます。

メモリ管理 データベースに含まれているオブジェクトの数が多い場合は、4D Insider に割り当
てるメモリ量を増やす必要があります。

Windows Windows 上では、4D Insider 自身でメモリ管理を行い、必要に応じて追加メモリの
割り当てや消去を行います。 Customizer Plus を使ったメモリの割り当てに関する詳
細は、「付録Ｂ」を参照してください。

Macintosh Macintosh 上でメモリを割り当てるには、次の手順にしたがってください。

4D Insider を終了して、4D Insider のアイコンを選択し、「ファイル」メニューから
「情報を見る」メニューを選択します。

1 4D Insider を終了します。

2 Finderレベルでアプリケーションアイコンを選択します。

3「ファイル」メニューから「情報を見る」メニューを選択します。

4 メモリ必要条件を必要な値に変更します。

メモリ設定 4D Insider でデータベースを解析する際には、データベース内のオブジェクトすべ
てについて、その参照先と参照元が調べられます。これは、かなりの情報量になり
ます。一般に 4D Insider のメモリ設定は次のような式で表わされます。

4D Insider用に 900K +（オブジェクトの個数 × 0.5K）+ 最大オブジェクトのサイズ
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データベースを開く
上記の式では、1 個のオブジェクトの参照数を 50 と仮定しています。同時に 2 つ
のストラクチャを開く場合は、各ストラクチャごとに上記の式が適用されるので注
意が必要です。また、ストラクチャを開いて複数、あるいはすべてのオブジェクト
を別のストラクチャやライブラリに移動させる場合は、ストラクチャまたはライブ
ラリそれぞれに上の式が適用されます。

ローカルなデータベース
を開く

自分自身のハードディスク上にあるデータベースを開く場合、標準の「ファイル
オープン」ダイアログボックスが現れ、データベースを選択することができます。 

開こうとするデータベースを選択し、「開く」ボタンをクリックします。パスワー
ドが設定されているデータベースでは、パスワードの入力が求められます。この場
合、データベースを開けられるのはデザイナだけです。

サーバ上のデータベース
を開く

4D Insider を使い、Windows およびMacintosh 双方のプラットフォームで4D Server
データベースを同時に開くことができます。これにより、異なるプラットフォーム
上のデータベース間で、オブジェクトを簡単に移動できるようになります。詳細に
ついては、「マルチプラットフォーム環境下のライブラリ使用」の節を参照してく
ださい。

Windows

Macintosh
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データベースを開く
4D Insider から 4D Server への接続は、ADSP、TCP/IP、IPX のうちいずれかのネッ
トワークプロトコルを使用して行うことができます。接続するには、4D Insider に
適切なネットワークコンポーネントがインストールされていなくてはなりません。 

4D Serverを使用してネットワーク上に管理されているデータベースを開く場合、次
のようなダイアログボックスが表示されます。

このダイアログボックスでは接続するサーバを選択します。

利用するネットワークプロトコルに対応するネットワークコンポーネントが
4D Insider にインストールされていることを必ず確認してください。たとえば、
TCP/IP プロトコルを使用する場合は、プラットフォーム上に適切なネットワーク
コンポーネントをインストールする必要があります。ネットワークコンポーネント
のインストールと 4D Server データベースへの接続に関する詳細は、『4D Server リ
ファレンスガイド』およびネットワークコンポーネントのドキュメントを参照して
ください。

4D Insider では、Windows と Macintosh のサーバを同時に開くことができます。こ
の機能を利用して異なるプラットフォーム上のデータベース間で簡単にオブジェ

Macintosh

Windows

TCP/IP接続のダイアログ
ボックス

ADSP 接続のダイアログ
ボックス
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新規データベースの作成
クトを移動させることができます。詳細については、「マルチプラットフォーム環
境下のライブラリ使用」の節を参照してください。

.rez と .tes ファイル 4D Insider から 4D Server データベースに接続する場合、4D Insider では、ストラクチャ
ファイルのリソースをデータベース“.rez”ファイルにコピーし、ストラクチャのオ
ブジェクトをデータベース“.tes”ファイルにコピーします。これらのファイルの内
容は、4D Client によって“.res”ファイルと“.rex”ファイル保存される情報と同じです。
4D Insider で独自のファイルを作成する理由は、4D Insider でストラクチャを開いてい
るマシンからも同時に 4D Client でデータベースに接続できるようにするためです。

新規データベースの作成
既存のデータベースをローカルに開くだけではなく、4D Insider では空のデータ
ベースを新たに作成することもできます。新規データベースを作成したら、他の
データベースやライブラリからオブジェクトを追加します。最終的に、本来のアプ
リケーションで作成したものと同様に、この新しいデータベースを使って、
4th Dimension や 4D Server で作業を行うことができます。 

新規データベースを作成するには次の手順にしたがってください。

1 「ファイル」メニューから「新規データベース ...」を選択します。

新規データベース用に「メイン」ウインドウが表示されます。
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データベースを開く
この時点で「ファイル」メニューの「新規保存 ...」を選択すると、次の確認ダイア
ログが表示されます。

この理由は、 4th Dimension や 4D Server で動作できるようにするには、少なくとも
1つのテーブル定義がデータベースに含まれている必要があるためです。

このダイアログで「キャンセル」をクリックすると、何も行われません。「OK」
をクリックすると、この新しいウインドウは4Dデータベースではなく4D Insider
のライブラリとして保存されます。

2 他のデータベースやライブラリからこの新規データベースへオブジェクトを移動
します。

他のデータベースやライブラリから最低でも1 つのテーブルを移動した後は、この
ウインドウの保存やクローズを行っても確認ダイアログは表示されません。

データベースの再解析
4D Server によって公開されているデータベースに対して 4D Insider を使用してい
る場合は、作業中に他のユーザがデータベース内のオブジェクトやストラクチャを
修正する可能性があります。この場合、4D Insider で作ったクロスリファレンス表
は最新状態ではなくなってしまいます。

クロスリファレンス表を作りなおす必要があると、カレントウインドウのタイトル
バーの左上隅に“再解析”という文字が点滅します。
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データベースの再解析
4D Insider にデータベースを再度分析させ、4D Insider で表示された情報を更新でき
ます。 

■ このためには、「ツール」メニューから「再解析」を選択します。

再解析中であることを示すウインドウが表示され、4D Insider はデータベースのス
トラクチャを再解析します。

データベースの再解析が
必要であることを示す
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データベースを開く
優先ファイルを開く （Mac OSのみ）
頻繁に同じデータベースストラクチャやライブラリを使って作業する場合、そのス
トラクチャを優先ファイルにしておくと便利です。こうしておくと、その優先ファ
イルを「ファイル」メニューの「優先ファイル」サブメニューから選択するだけで
迅速に開くことができます。

注：このオプションは、ローカルデータベースの場合にのみ使用できます。4D
Serverデータベースは優先ファイルにできません。

優先ファイルを開くには、 

■「ファイル」メニューから「優先ファイル」を選択し、サブメニューからファイル
名を選択します。 

このサブメニューから優先ファイルを選択すると、対応するデータベースが自動的
に開きます。
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優先ファイルを開く （Mac OS のみ）
優先ファイルのリストに名前を入れるには、 

■「ファイル」メニューから「優先ファイル」を選択し、サブメニューから「更新...」
を選択します。

すると、次のようなダイアログボックスが現れます。

ウインドウ中央の「イジェクト」／「デスクトップ」／「開く」の各ボタンによ
り、サブメニューに配置するファイルを探して、選択します。左側のリストからス
トラクチャファイルを選択すると、「開く」ボタンが「>> 追加 >>」ボタンに変わ
り、このストラクチャファイルを「優先ファイル」サブメニューのファイルリスト
に追加できます。

サブメニューにファイルを追加するには、 

■ ファイルを選択し、「>> 追加>>」ボタンをクリックします。 

右側のリストにそのファイルが現れ、「OK」ボタンを押して変更内容を保存すると
サブメニューにそのファイルが現れます。

サブメニューからデータベースを削除するには、 

■ 右側のリストからファイルを選択し、「削除」ボタンをクリックします。

データベースにキーボードショートカットキーを割り当てるには、 

■ 右側のリストからファイルを選択し、「Command キー：」エリアに任意の文字
（4D Insider に使われている文字を除く）を入力します。 

このキーボードショートカットキーは、データベースを開く際に使用します。キー
ボードショートカットキーを使ってデータベースを開くには、Ctrl キー（コマンド
キー）を押したまま、先ほど定義した文字をタイプします。

フォルダ内のファイル サブメニュー内
のファイル
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データベースを開く
最近使用したファイルを開く（Windows のみ）
Windowsでは、「ファイル」メニューに最近使用したデータベースが表示されま
す。

以前に使用したデータベースを開くには次のようにします。 

■「ファイル」メニューからデータベースを選択します。

SQL 記述ファイルを元にしたデータベース作成
4D Insider では、caseツールで生成されたSQL 記述ファイルの解析を行い、SQL記
述ファイルにあわせて 4D データベースを作成することができます。4D Insider が
ファイルを解析し、サポートされていない命令は無視し、4D ストラクチャを順次
作成してゆきます。これにより作成された4Dデータベースには、テーブルやタイ
プ定義されたフィールド、テーブル間のマニュアルリレートが納められます。 

SQL構文のエラーを発見した場合、 4D Insider は解析を中断します。 

サポートされる命令 4Dは次の 2つの SQL 命令、 CREATE TABLE および  CREATE INDEXをサポート
します。 

CREATE TABLE 次のオプションがサポートされます。 

■

 

PRIMARY KEY －－－－  主キー（Primary key ）宣言により、作成されたフィールド
にはUnique 属性付きでインデックスが作成されます。 

■

 

FOREIGN KEY () REFERENCES － 外部キー（Foreign key ）宣言により、ｎ
対１のマニュアルリレートとインデックスが作成されるフィールドに設定され
ます。
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SQL記述ファイルを元にしたデータベース作成
次の制約がサポートされます。 

■

 

NOT NULL －－－－NOT NULL 制約により、フィールドは必須フィールドとなります。

次のデータタイプがサポートされます。

CREATE INDEX 次のオプションがサポートされます。 

■

 

UNIQUE

カラムに対してインデックスを作成することにより、対応する4Dフィールドにイ
ンデックスが付けられます。

カラムに対してUniqueオプションを指定してインデックスを作成することにより、
対応する4Dフィールドに Unique（重複不可）属性を持つインデックスが付けられ
ます。 

▼ Example: 

CREATE TABLE

 

 COMPANIES (
REF

 

INTEGER

 

,
NAME 

 

CHAR (25) NOT NULL

 

,
ADDRESS 

 

VARCHAR (200)

 

,
ZIP_CODE 

 

CHAR (5)

 

,
PHONE 

 

CHAR (15)

 

,
FAX 

 

CHAR (15)

 

,
CREDIT_LINE 

 

FLOAT

 

,
EXPIRES 

 

DATE

 

,

 

PRIMARY KEY

 

 (REF) );

 

CREATE TABLE

 

 CONTACTS (
REF 

 

INTEGER

 

,
REF_COMPANY 

 

INTEGER NOT NULL

 

,
NAME 

 

CHAR (20)

 

,
F_NAME 

 

CHAR (20)

 

,
EXTENSION 

 

CHAR (3)

 

,

 

PRIMARY KEY

 

 (REF),

 

FOREIGN KEY

 

 (REF_COMPANY) 

 

REFERENCES

 

 COMPANIES (REF) );

SQL92 4D

CHAR, NCHAR (x) 文字列 (x*)
CHAR VARYING, NCHAR VARYING テキスト
NUMERIC, FLOAT, DOUBLE, DECIMAL 実数
INTEGER, SMALLINT 整数
BIT, BIT VARYING ピクチャ
DATE 日付
TIME, TIMESTAMP 時間
TIME_WITH_TIME_ZONE 時間
TIMESTAMP_WITH_TIME_ZONE 時間
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データベースを開く
CREATE UNIQUE INDEX COMP_IDX ON COMPANIES (REF);

CREATE INDEX COMPNAME_IDX ON COMPANIES (NAME);

CREATE UNIQUE INDEX CONT_IDX ON CONTACTS (REF);

CREATE INDEX CONTNAME_IDX ON CONTACTS (NAME);

FILE:OPEN SQL FILE

SQL 記述ファイルからデータベースを作成する手順は、次の通りです。

1「ファイル」メニューから「SQLファイルを開く ...」を選択します。

標準の「ファイルオープン」ダイアログボックスが表示され、ファイルの選択が行
えます。

2 SQLファイルを選択し、「開く」をクリックします。

「メイン」ウインドウが表示されます。

4D Insider の「メイン」ウインドウには、4Dストラクチャファイルのマニュアルリ
レートが反映されます。 
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一般環境設定
ログファイル 新しくデータベースを作成するために SQL テキストファイルを翻訳する際、
4D Insider はデータベースのフォルダ内にテキスト形式でログファイルを生成しま
す。このログファイルには、4D Insider が翻訳を行った順にテーブル名およびカラ
ム名が記載されます。

4D Insider によりエラーが検出された場合、翻訳は中断され、ログファイルにエラー
が記録されます。次のようなエラーがあります。 

一般環境設定

起動時ウインドウ 4D Insider を起動すると、デフォルトで「4D Insider ªについて」ウインドウが現れ
ます。 

4D Insider の起動時にウインドウを表示させるには、次のようにします。

1 「ファイル」メニューから「環境設定」を選択し、右側に表示されるサブメニュー
からさらに「一般 ...」を選択します。

重複したファイル名
メモリ不足
初期化エラー I
解析エラー
Yaccスタックオーバーフロー
構文エラー
終了しない文字列
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データベースを開く
「環境設定」ダイアログボックスが表示されます。

2「ようこそ」ウインドウ表示チェックボックスを選択します。

その後、「ファイル」メニューから「開く」を選択してデータベースを開きます。

「ファイルオープン」ダイ
アログボックスの表示

また、起動時に「ファイルオープン」ダイアログボックスを自動的に表示すること
もできます。

このオプションを設定するには、

1「ファイル」メニューから「環境設定」を選択し、そのメニューアイテムの右側に
現れるサブメニューから「一般 ...」を選択します。

「環境設定」ダイアログボックスが表示されます。

2「ファイルオープン」ダイアログ表示チェックボックスを選択します。 

データベースを閉じる
表示されているウインドウを閉じると、データベースも閉じられます。

ウインドウを閉じるには、 

「ファイル」メニューから「閉じる」を選択、または
Macintosh では、ウインドウのクローズボックスをクリックします。
Windows, では、 ウインドウの“閉じる”ボタンをクリックします。
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ライブラリ
開いているウインドウをすべて閉じるには、

「ファイル」メニューから「すべてを閉じる」を選択するか、または
Macintosh では、ウインドウのクローズボックスを「option - クリック」します。
Windows では、ウインドウの“閉じる”ボタンを「Alt - shift - クリック」します。

データベースを閉じてから開く場合は、データベースのオブジェクトを再度解析し
なければならないので、データベースの最後のウインドウを閉じる時に確認メッ
セージが表示されると便利です。この場合、「環境設定」ダイアログボックスで
「データベースを閉じる際の確認メッセージ」チェックボックスを選択しておくと、
最後のウインドウを閉じる際に下図のような「データベースを閉じる際の確認メッ
セージ表示」ダイアログボックスが表示されます。 

「キャンセル」ボタンをクリックすると、ウインドウとデータベースは開いたまま
になります。

「環境設定」ダイアログボックスで「データベースを閉じる際の確認メッセージ表
示」チェックボックスが選択されていないと、最後のウインドウとデータベースは
自動的に閉じられます。

ライブラリ
「ライブラリ」は、ひとまとまりのストラクチャオブジェクトを入れた 4D Insider
ファイルです。ライブラリファイルにオブジェクトをコピーしておき、データベー
スで共通に使用するオブジェクトをまとめて保存できます。このライブラリは、他
のデータベースに簡単に移植できるので、データベース、ライブラリのいずれにお
いてもオブジェクトを再利用することができます。4D Insider のライブラリを利用
することにより、モジュール化された4Dストラクチャ要素をワークグループ内で
簡単にやり取りすることができます。

ライブラリファイルは必要な数だけ、いくつでも作成できます。使用法や機能に応
じて同じオブジェクトを複数のライブラリファイルに編成することができます。

ライブラリファイルは、4D Insider でのみローカルに開くことができます。
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データベースを開く
ライブラリの作成 新規にライブラリを作成するには次の手順にしたがってください。

1「ファイル」メニューから「新規ライブラリ」を選択します。

すると、“新規ライブラリ_1”という名前の新しいウインドウが表示されます。こ
れは、ウインドウが空になっていることを除けば、データベースストラクチャで開
かれるウインドウと同じです。

2 1 つまたは複数のデータベースからライブラリの「メイン」リストにオブジェクト
を移動させて、ライブラリを作成します。

オブジェクトをライブラリに移すと、そのオブジェクトから使われているオブジェ
クトも一緒に移動されます。たとえば、メソッドを移すと、そのメソッド内で使わ

MacintoshWindows
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ライブラリ
れているコマンドや変数やその他アイテムはもちろん、そのメソッドから呼ばれる
メソッドも移動します。

オブジェクトの移動に関する詳細は、第 7 章の「オブジェクトの移動」を参照して
ください。

ライブラリの保存 

作成したばかりのライブラリを保存するには、 

■「ファイル」メニューから「新規保存 ...」を選択します。

標準の「ファイル保存」ダイアログボックスが現れ、ディスク上の任意の場所にラ
イブラリを保存できます。Windows では、ライブラリファイルの拡張子は「.4IL」
となります。

Macintosh

Windows
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データベースを開く
ライブラリを保存していない場合は、そのウインドウの「コントロールメニュー」
ボックスをクリックし「閉じる」を選択（クローズボックスをクリック）した時に
4D Insider から保存するかどうかを尋ねられます。

「はい」をクリックすると、標準の「ファイル保存」ダイアログボックスが現れ、
ディスク上の任意の場所にライブラリを保存できます。「いいえ」ボタンをクリッ
クすると、ライブラリは保存されずにウインドウが閉じられます。

ライブラリを開く ローカルにあるライブラリだけを開くことができます。

既存のライブラリを開くには、 

■「ファイル」メニューから「開く」を選択し、Macintosh の場合にはそのメニュー
アイテムの右側に現れるサブメニューから「ローカル ...」を選択します。

標準の「ファイルオープン」ダイアログボックスが表示されるので、ライブラリを
選択して開きます。

MacintoshバージョンWindowsバージョン
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ライブラリ
マルチプラットフォーム
環境下のライブラリ使用

ライブラリはローカルにしか開くことができないため、別プラットフォーム上で使
用するにはファイルを移動しなければなりません。Macintosh 上で作成したライブ
ラリは、 4D Transporter を使えば Windows 環境でも利用可能ですし、その逆も可能
です。4D Transporter は Macintosh 版の 4 

th Dimension と 4D Server に付属の「ユー
ティリティ」フォルダ（「プログラム」フォルダ内の）に入っています。

Macintoshから Windows
への移動

4D Insider のライブラリを Windows 環境にトランスポートするには、

1 ライブラリファイルを 4D Transporter アイコンにドラッグ & ドロップします。次
のようなダイアログが表示されます。

2 オプションを選択し、「トランスポート」ボタンをクリックします。
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データベースを開く
移動が終了すると、元のライブラリファイルと同じフォルダ内に“ファイル名 .PC ”
という名前のフォルダが新しく作成されます。

このフォルダには新しいファイルが 2 つ入っており、これを Windows マシンに移
して Windows 環境で使用します。

Windows からMacintoshへ
の移動

Windowsの 4D Insider のライブラリを Macintosh 環境にトランスポートするには、

1 ネットワーク経由またはディスクを使用して .4IL ファイルと .RSR ファイルを
Macintosh に移します。

2 ライブラリファイル (.4IL ) を 4D Transporter アイコンにドラッグし、ドロップし
ます。

3 オプションを選択し、「トランスポート」ボタンをクリックします。

トランスポートが終了すると、元のライブラリファイルと同じフォルダ内に“ファ
イル名 .MAC”という名前のフォルダが新しく作成されています。

4D Transporter の使用に関する詳細は、4D Transporter ドキュメントを参照してくだ
さい。
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第3章 データベースオブジェクトの表示

4D Insider でデータベースを開くと、解析が行われます。解析の際には、データベー
ス内のオブジェクト間の関係だけでなく、各オブジェクトのタイプも識別されます。

データベースの解析結果は、4D Insider の「メイン」ウインドウに表示されます。
「メイン」ウインドウを使用することにより、データベース内のオブジェクトを表
示して、他のオブジェクトとの関係を調べることができます。

たとえば「メイン」リスト内のオブジェクトを選択すると、そのオブジェクトに関
係するオブジェクトを「メイン」リストの両側に表示させることができます。

選択されたオブジェクト
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データベースオブジェクトの表示
この章では、データベースオブジェクトを表示するための 4D Insider の使用方法に
ついて次の内容を説明します。 

■ オブジェクトとその関係の表示方法 

■ オブジェクト内容の表示方法（たとえば、メソッドやフォームの内容について） 

■ リストの移動方法とリスト内に表示されるオブジェクトの選択方法を含めた「メイ
ン」ウインドウ内のリストの使用方法 

■「メイン」ウインドウの構成方法

オブジェクトの表示
データベース内のオブジェクト解析が終了すると、「メイン」ウインドウが表示さ
れます。この「メイン」ウインドウには、「メイン」、「使用箇所」、「使用オブジェ
クト」の 3 つのリストがあります。各リストの上部にあるタイトルバーには、リス
トの名前、フィルタタイプまたはリストに対して行われた操作、リストに含まれて
いるオブジェクトの個数が表示されます。

リストの下には、選択したオブジェクトの情報を表示する「情報」エリア、および
オブジェクトの内容を表示する「オブジェクト内容」エリアがあります。

データベースを開いた直後、「メイン」リストにはオブジェクト名がすべてタイプ
順にソートされて表示されます。その後、このリストの範囲を狭めて、特定のタイ
プのオブジェクトやサブセット（部分選択）だけを表示させることができます。

「メイン」リスト オブジェクト
の個数

「情報」エリア

「オブジェクト
内容」エリア
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オブジェクトの表示
「メイン」ウインドウ内の
エリアの選択

新しく「メイン」ウインドウを開くと、デフォルトとして「メイン」リストエリア
が選択されています。 

他のエリアを選択するには、 

■ エリアをクリック、またはTab キーを使用します。 

Tabキーを使用すると、エリア間を移動することができます。

次の4 つのエリアがあります。 

■ 「使用箇所」リスト 

■ 「メイン」リスト 

■ 「使用オブジェクト」リスト 

■ 「情報」および「オブジェクト内容」エリア

これらのエリアについては、この章の中で説明します。

表示されるオブジェクト
のタイプ 

「メイン」ウインドウ内の「メイン」リストには、デフォルトでデータベース内の
オブジェクト名がすべて表示されます。「使用箇所」リストと「使用オブジェクト」
リストには「メイン」リストで選択されたオブジェクトと関係のあるオブジェクト
の名前が表示されます。

「メイン」ウインドウ内の各リストでは、オブジェクトは名前とタイプにより識別
されます。オブジェクトのタイプは、オブジェクト名の左側に現れるアイコンに
よって示されます。
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データベースオブジェクトの表示
次の表は、4D Insider によって識別される各オブジェクトタイプのアイコンの一覧
です。 

アイコン タイプ アイコン タイプ

コマンド ピクチャライブラリ 

定数 プラグイン

データベースメソッド プロジェクトメソッド

フィールド（ サブフィールド） セマフォ

フォーマット／フィルタ セット

フォーム STR# リソース

フォームメソッド スタイルシート

グループ サブテーブル

リスト テーブル

メニューバー Tips（ヒント）

メニュー トリガ

命名セレクション 変数

オブジェクトメソッド
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オブジェクトの表示
テーブルとフィールド テーブルとフィールドは、リスト内で階層化されて表示されます。テーブルに含ま
れるフィールドを表示させるには、テーブルアイコンの左側にある三角マークをク
リックします。

テーブルがサブテーブルのフィールドを含んでいる場合、サブテーブルのフィール
ドの左側にある三角マークをクリックして、サブテーブル内のサブフィールドを表
示することができます。

未使用オブジェクト 「未使用オブジェクト」は、データベース内のどこでも使われていないオブジェク
トのことです。たとえば、未使用メソッドは、スタートアップメソッドやその他の
メソッドから呼び出されないプメソッドのことをいいます。

この未使用オブジェクトは、カラーモニタ上では赤、グレイスケールのモニタ上で
はグレイ、また白黒モニタ上ではボールドの黒で表示されます。

プロシージャ内のオブジェ
クト

メソッドを解析すると、4D Insider はコマンドや変数のようなコーディング用のオ
ブジェクトも他のオブジェクトと同じように参照オブジェクトとして認識します。
たとえば、次のようなメソッドのステートメントでは、メソッドが  INPUT LAYOUT
コマンドおよび“フォーム1”というフォームを使っていると判断されます。 

INPUT FORM

 

("フォーム 1")

三角マークをクリック

三角マークをクリック
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データベースオブジェクトの表示
4D Insider からはメソッドやオブジェクトメソッド内のオブジェクトを認識できな
いケースが 2 つあります。 

■ ケース1：オブジェクトの値がメソッドの実行に依存している場合は認識できませ
ん。たとえば、異なるフォームを必要とする次のようなステートメントは、変数
“vScreenSize”の値に依存しているため認識されません。 

INPUT FORM

 

 (“MyForm”+

 

String

 

(vScreenSize))

 

■ ケース2：オブジェクトが 4th Dimension のコマンドや関数に対する引数ではなく、
ユーザ自身が定義したメソッドの引数となっている場合は認識できません。たとえ
ば、次の命令文はユーザが定義したスクリーンの中央にウインドウを開くためのメ
ソッドを使用しています。 

CenterWindow

 

 (幅 ; 高さ ; タイプ ;タイトル ; "CLOSE BOX")

5 番目の引数の“CLOSE BOX”は、ユーザがウインドウのクローズボックスをク
リックした際の動作を指定するためのメソッドです。しかし、“CenterWindow”は
ユーザが作成したメソッドなので、この場合、4D Insider は“CLOSE BOX”をメ
ソッドとして認識できません。

4D Insider で、ユーザが作成したメソッドに渡されるオブジェクトをすべて認識で
きるようにする場合は、そのオブジェクトを参照するコードを追加する必要があり
ます。たとえば、前の命令文の場合、決して“真 (True)”にならない If ステートメ
ントの中でそのメソッド（CLOSE BOX）を呼び出します。 

If

 

 (

 

False

 

) `決して“真 (True)”にならない 
CLOSE BOX

 
`メソッドを直接使用する 

End if
 

CenterWindow

 

 (幅 ; 高さ ; タイプ ;タイトル ; "CLOSE BOX")

関連オブジェクトの表示 4D Insider は、さまざまな方法でデータベース内のオブジェクト間の関係を表示し
ます。「メイン」ウインドウ内のリストを使用して、次のようなことができます。 

■ 特定のオブジェクトと関連するオブジェクトをすべて表示する。 

■ オブジェクトの親オブジェクトを表示する。

リスト内での関連オブジェ
クトの表示

「メイン」リスト内のオブジェクトを選択すると、関連するオブジェクトが「メイ
ン」リストの両側の各リストに表示されます。「使用箇所」リストには、選択され
たオブジェクトを使用しているオブジェクトの名前が表示されます。「使用オブ
ジェクト」リストには、選択されたオブジェクトで使用しているオブジェクトの
名前が表示されます。
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オブジェクトの表示
親オブジェクトの表示 オブジェクトタイプの中には、他のオブジェクトタイプに直接属しており、他のオ
ブジェクトがなければ存在しえないものがあります。たとえば、フォームは必ず
テーブルに属します。この場合、このテーブルをフォームの“親オブジェクト”と
呼びます。

次の表は、親オブジェクトを持つオブジェクトのタイプとその親オブジェクトのタ
イプを一覧にしたものです。 

親オブジェクトを表示するには、 

■ Macintosh では“control”キーを押したまま、オブジェクトをクリックします。
Windows ではマウスの右ボタンでオブジェクトをクリックします。 

すると、「メイン」リストに親オブジェクトが選択された状態で、新しいウインド
ウが表示されます。

選択されたオブジェクトは
これらのオブジェクトを
使用している

選択されたオブジェクトは
これらのオブジェクト  
によって使われている

オブジェクトタイプ 親オブジェクトのタイプ

フィールド テーブル

フォーム テーブル

トリガ テーブル

オブジェクトメソッド フォーム

フォームメソッド フォーム
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データベースオブジェクトの表示
注：どのリストのオブジェクトでも選択できます。「メイン」リストに表示された
オブジェクトでなくてもかまいません。

オブジェクト内容の表示
「メイン」ウインドウ内に一覧表示されたオブジェクトの内容を表示するには、 

■ オブジェクト名をダブルクリックするか、または

Macintosh では、オブジェクト名を選択し“Return”キーまたは“Enter”キーを押す。

Windows では、オブジェクト名を選択し“Enter”キーを押す。

オブジェクトの内容は、「オブジェクト内容」エリアに表示されます。オブジェク
トに関するその他の情報（サイズ、変更日、内部 ID 参照番号）が「情報バー」に
表示されます。

新しいウインドウの「メイン」
リストに親テーブルが選択され
る  

フォームを選択
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オブジェクト内容の表示
オブジェクトに関する表示内容は、タイプに依存します。基本的に、テーブルや外
部ルーチンのようなオブジェクトについては何も表示されません。それでは、各タ
イプのオブジェクトタイプがどのように表示されるかについて説明します。

コマンド 4th Dimension コマンドは表示されません。コマンド名をダブルクリックしても、「オ
ブジェクト内容」エリアは空のままです。 

定数 4th Dimension の定数は表示されません。定数名をダブルクリックしても、「オブジェ
クト内容」エリアは空のままです。 

データベースメソッド データベースメソッドをダブルクリックすると、「オブジェクト内容」エリアには
4th Dimension の「メソッド」エディタと同じようにメソッドのテキストが表示され
ます。このテキストは、選択しコピーすることができます。「情報」バーにはメソッ
ド名、最終更新日付、内部 ID 参照番号、サイズ（バイト数）が表示されます。

フィールドとサブフィールド フィールドまたはサブフィールドをダブルクリックすると、「情報バー」にはその
名前が常時され、「オブジェクト内容」エリアにはそのオブジェクトのタイプと属
性が表示されます。つまり、リレートはこのフィールド（サブフィールド）から開
始します。

テーブルが他のファイルのフィールドにリレートしている場合は、リレート先の
テーブルとフィールドが「オブジェクト内容」エリアに表示されます。

「情報バー」に表示された
フォーム名

「オブジェクト内容」
エリアに表示された
フォーム内容

フォームをダブル
クリックする
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データベースオブジェクトの表示
フォーム フォームをダブルクリックすると、「オブジェクト内容」エリアにフォームが現れ
ます。フォーム名の後ろにサイズ（バイト数）が表示されます。

「情報バー」の右上隅にあるポップアップメニューによって、そのフォームの外観
を変えることができます。次のような形でフォームを表示できます。 

■「デザイン」モードで現れる時と同じように表示（デフォルト） 

■「ユーザ／カスタム」モードで現れる時と同じように表示 

■ 変数名とともに表示

フォームが「デザイン」モードと同じように表示される場合、テキストに使われて
いる STR# リソースはすべて STR# の ID 番号で表されます。フォームに STR# リ
ソースが使われていなければ、通常の文字列が表示されます。

フォームが複数ページにわたる場合は、ウインドウの左下隅にある「ページ移動」
矢印がアクティブになります。この矢印を使って、マルチページフォーム内のペー
ジを前後に移動できます。

リレートフィールド
が表示される

ポップアップ
メニュー
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オブジェクト内容の表示
オブジェクトメソッドを含むフィールドやオブジェクトをダブルクリックすると、
「オブジェクト内容」エリアにフィールドやオブジェクトメソッドの内容を表示す
ることができます。オブジェクトメソッドを持つオブジェクトには、前ページの図
で示したように、左上隅に三角形が付いています。

注：スクリプトを示す三角形は、ポップアップメニューで選択したオプションに関
係なく表示されます。

オブジェクトメソッドやフィールドの内容を新しい「メイン」ウインドウで見るこ
とができます。

「メイン」ウインドウを新しく開くには、 

■ Macintosh では、スクリプトまたはフィールドを「option - クリック」します。
Windows では、Alt キーを押したまま対象のオブジェクトメソッドまたはフィール
ドをクリックします。

新しい「メイン」ウインドウの「オブジェクト内容」エリアには、選択したオブ
ジェクトメソッドやフィールドの内容が表示されます。

4D Insider は、組み込みフォームの代わりにプレースホルダを表示します。 

レイアウトのスケーリング 4Dの「フォームエディタ」同様、4D Insider にはフォームオブジェクトの縮尺を変
更できる機能があります。さらに、複数のフォームの縮尺を変更することもできる
ので、あるグループに属すフォームを変更したり、あるいは一括変更することがで
きます。4D Insider でオブジェクトのスケーリングを行う際には、処理の実行後に
取り消しができませんので、注意してこの機能を使用してください。

Macintosh で作成したフォームオブジェクトは、オブジェクトが実際には同じサイ
ズであっても、Windows上では小さく小さく見えたり、またはその逆のことも起こ
ります。これはWindows の画面解像度が Macintosh に比べて約 25％大きいためで
す。たとえば、Macintosh上の 12ポイントのテキストは、Windowsでは 9 ポイント
として表示されます。

したがって、フォントサイズがMacintosh では十分な大きさであっても、Windows
では小さすぎる場合があります。逆に、Windows では適切なフォントサイズであっ
ても、Macintosh では大きすぎるかもしれません。

画面解像度の違いを補正するためには、オブジェクトのスケール（縮尺）を設定し
直すことができます。「ツール」メニューの「スケール設定 ...」メニューコマンド
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により、比率に合わせてフォームオブジェクトのサイズを 1 回の操作で変更するこ
とができます。

「スケール設定 ...」を選択すると、次のような「スケール設定」ダイアログボック
スが表示されます。

次のオプションを選択することができます： 

■ Macintosh → Windows ®プラットフォーム (133%)：Windows 上で 4D Insiderを使う
場合のデフォルトのオプションです。Macintosh のスクリーン解像度に合わせて作
られたフォームのサイズを変更して、Windows のスクリーン解像度に合わせる場合
に、このオプションを使用します。このためにプログラムでは、フォームオブジェ
クトのサイズをすべて 1/3 ずつ大きくします。例えば、 9 ポイントのテキストは 12
ポイントになります。 

■ Windows ® → Macintosh プラットフォーム(75%)：Macintosh 上で4D Insiderを使う場
合のデフォルトのオプションです。Windows のスクリーン解像度に合わせて作られ
たフォームのサイズを変更して、Macintosh のスクリーン解像度に合わせる場合に、
このオプションを使用します。このためにプログラムでは、フォームオブジェクト
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のサイズをすべて 1/4 ずつ小さくします。例えば、12 ポイントのテキストは 9 ポイ
ントになります。 

■ カスタムスケール設定：このオプションを使うと「%」入力エリアに入力したパー
センテージでフォームのサイズを変更することができます。このオプションで
フォームのサイズ変更を行い、Macintosh または Windows プラットフォーム上で遭
遇する例外的なスクリーン解像度でも、フォームが適切に見えるように設定できま
す。このオプションは、使用中のプラットフォーム用にすべてのフォームオブジェ
クトのサイズを変更する場合にも利用できます。例えば、オブジェクトすべてのサ
イズを2 倍にしようとする場合は 200% と入力します。サイズを半分にする場合は
50% と入力します。 

■ ピクチャもスケーリングする：このオプションは他の設定とともに指定することが
できますが、指定しなくてもかまいません。ビットマップのピクチャサイズを拡大
したり、縮小したりすると、通常、美しい結果が得られません。そのため、このオ
プションが選択されていない場合、プログラムはフォーム上のスタティックなピク
チャサイズを変更しません。その代わり、新しい“相対的中心位置”にピクチャを
移動させます。スケールを再設定したビットマップが満足な結果になることがわ
かっているか、またはビットマップ以外のピククチャの場合は、ピクチャのサイズ
変更を選択することができます。

次の図は、ビットマップのピクチャのサイズを変更した場合の結果を示したものです。

オプションを選択したら、「設定」ボタンをクリックしてフォームのサイズを変更
するか、そうでなければ「キャンセル」ボタンを選択します。

フォームのサイズを変更すると、垂直方向のヘッダ、ディテイル、ブレーク、フッ
タのタグも相対的に移動することに注意してください。一方、水平方向のラベルタ
グはそのまま変更されません。

注：バージョン6より、フォントサイズの問題に関して、スタイルシートを利用す
ることができます。

「ピクチャもスケーリングする」オプショ
ンが選択されていない場合のスケーリング

「ピクチャもスケーリングする」オプショ
ンが選択されている場合のスケーリング
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複数フォームのスケーリング データベース内の複数のフォームの縮尺を一度に変更することができます。「メイ
ン」リストから複数のフォームを選択すると、「ツール」メニューの「スケール設
定 ...」が使用可能になります。

「スケール設定 ...」を選択すると、「スケール設定」ダイアログボックスが表示され
ます。オプションを選択し、「設定」をクリックしてください。

スケール設定に関する詳細は「4th Dimension デザインリファレンス」を参照してく
ださい。

フォームメソッド フォームメソッドをダブルクリックすると、「オブジェクト内容」エリアには
4 

th Dimension の「メソッド」エディタと同じようにメソッドのテキストが表示され
ます。このテキストは、選択し、コピーすることができます。

「情報バー」には、フォームメソッドの属すテーブルとフォームの名前が“[テーブ
ル名 ].フォーム名”の形式で表示されます。

フォーマット／フィルタ フォーマット／フィルタをダブルクリックすると、「オブジェクト内容」エリアに
は 4 th Dimension で入力された場合と同じようにそのフォーマット／フィルタの内
容を表示します。

グループ 基本的に、グループは表示されません。グループをダブルクリックしても、「オブ
ジェクト内容」エリアは空のままです。 

他のオブジェクトタイプと異なり、グループは 4 th Dimension によって作られたも
のではありません。グループ作成機能は、4D Insider のためのツールとして提供さ
れたものです。グループは 4D Insider の内部でのみ表示されます。

グループに関する詳細は、第 6 章の「グループの使用」を参照してください。

リスト リストをダブルクリックすると、リスト内の項目が「オブジェクト内容」エリアに
表示されます。
40 4D Insider リファレンスマニュアル



オブジェクト内容の表示
メニューバー メニューバーをダブルクリックすると、「オブジェクト内容」エリアにメニューバー
が表示されます。このメニューバーは通常のメニューのように機能するので、メ
ニュー名をクリックしてメニューに属すメニューコマンドを確認できます。

「オプション」キー（Macintosh）または「Alt」キー（Windows）を押しながらメ
ニューコマンドを選択すると、4D Insider によりそのデータベース用に新しい「メイ
ン」ウインドウが表示されます。このウインドウにそのメニューコマンドに割り当
てられたプロジェクトメソッド（設定されている場合）が選択され、表示されます。

デフォルトでは、このメニューバーは「デザイン」モードでの表示と同じように表
示されます。メニュータイトルやメニューアイテムに使われている STR# リソース
はすべてSTR#の ID 番号で表示されます。

STR#リソースに割り当られている文字列を表示するには、「情報バー」内のポップ
アップメニューから「ユーザ／カスタム」を選択します。

ポップアップ
メニュー

STR# リソース

メニューをプルダウン
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メニュー 同じメニューを複数のメニューバーで使用できます。4D Insider ではメニューをメ
ニューバーから分離して調べることができます。メニューの再利用に関する詳細
は、『4 

th Dimension デザインリファレンス』を参照してください。 

■ メニューが表示されると、メニューコマンドと各メニューコマンドに割り当てられ
ているメソッドの名前も表示されます。

「情報バー」の右上隅にあるポップアップメニューは、「デザイン」モード（デフォ
ルト）または「ユーザ／カスタム」モードのいずれかで表示される時と同じように
メニューを表示します。「デザイン」モードを選択すると、文字列の代わりに使わ
れる STR# リソースは STR# の ID 番号で表示されます。

メニューコマンドをダブルクリックすると、割り当てられているメソッドが自動的
に「オブジェクト内容」エリアに表示されます。新しい「メイン」ウインドウに割
り当てられているメソッドの内容を表示することができます。

メソッド内容を表示するには、 

■ Macintosh では、Option キーを押したままメニューアイテムをクリックします。
Windows では、Alt キーを押したままメニューアイテムをクリックします。

メニューコマンド

メニューコマンドに割り
当てられたメソッド
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プロジェクトメソッド プロジェクトメソッドをダブルクリックすると、「オブジェクト内容」エリアには
4 

th Dimension の「メソッド」エディタと同じようにメソッドのテキストが表示され
ます。このテキストは選択し、コピーすることができます。

命名セレクション 命名セレクションをダブルクリックしても、「オブジェクト内容」エリアは空のま
まです。

オブジェクトメソッド オブジェトメソッドをダブルクリックすると、「オブジェクト内容」エリアには
4 th Dimension の「メソッド」エディタと同じようにメソッドのテキストが表示され
ます。このテキストは選択し、コピーすることができます。

「情報バー」にはオブジェトメソッドの名前が表示され、そのオブジェトメソッド
が使われているテーブルとフォームが表示されます。

ピクチャライブラリ ピクチャライブラリのピクチャをダブルクリックすると、「情報バー」にはピクチャ
の名前、作成日、ピクチャ参照番号、サイズ（バイト数）が表示されます。「オブ
ジェクト内容」エリアにはピクチャ自体が表示されます。

プラグイン プラグインをダブルクリックしても、「オブジェクト内容」エリアは空のままです。

プラグインルーチン 4D Insider 6.0では、4th Dimensionコマンドと同じ方法でプラグインルーチンとその
相互参照を使用できます。

セマフォ セマフォをダブルクリックしても、「オブジェクト内容」エリアは空のままです。 

メソッド名

プロジェクトメソッド
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セット セットをダブルクリックしても、「オブジェクト内容」エリアは空のままです。 

STR# リソース STR# リソースは、メニューやフォーム内の固定文字列の代わりに使われるテキス
トストリングを含んでいます。たとえば、あるフォーム上のボタンが“:15000,1”
と定義されている場合、このボタンには STR# リソースの ID 番号 15000 の中の 1
番目のアイテムの文字列が割り当てられることを示します。

STR# リソースをダブルクリックすると、「オブジェクト内容」エリアにはストリン
グリソースの番号とそのアイテムが表示されます。「情報バー」にはこのリソース
の名前と ID 番号が表示されます。

また、「ツール」メニューから「STR#編集 ...」を選択すると、そのリソースを編集
することができます。
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ウインドウが閉じられると、4D Insider の「ストリングリソース」エディタは自動
的に修正内容を保存します。4D Insider による STR# リソースの作成および編集に
関する詳細は、第 9 章の「データベースのローカライズ」を参照してください。
フォームやメニューにおける STR# リソースの使用についての詳細は、
『4 th Dimension デザインリファレンス』を参照してください。

「情報バー」には、“[ ファイル名 ].レイアウト名”の形式でファイルとレイアウト
の名前が表示されます。

スタイルシート スタイルシートをダブルクリックすると、「オブジェクト内容」エリアには
4 

th Dimension で指定した通りにプラットフォームごとのフォント設定が表示され
ます。

サブテーブル サブテーブルをダブルクリックしても、「オブジェクト内容」エリアは空のままで
す。

テーブル テーブルをダブルクリックしても、「オブジェクト内容」エリアは空のままです。

Tips Tipをダブルクリックすると、「オブジェクト内容」エリアにはTip のテキストが表
示されます。

トリガ トリガをダブルクリックすると、「オブジェクト内容」エリアには4th Dimensionの
「メソッド」エディタと同じようにトリガのテキストが表示されます。このテキス
トは、選択し、コピーすることができます。

変数 変数をダブルクリックしても、「オブジェクト内容」エリアは空のままです。しか
し、以前にデータベースをコンパイルした時に生成したシンボルテーブルを用意し
ていれば、変数タイプとその変数を定義したプロシージャを「情報バー」エリアに
表示させることができます。
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シンボルテーブルは対象データベースと同じフォルダ内に配置し、データベースの
ストラクチャファイルの名前に“.SYM”という拡張子を加えた名前にしておく必
要があります。 

「メイン」ウインドウ内のリストの使用
ここでは、「メイン」ウインドウ内のリストに関する操作について説明します。

リストの選択 リストを選択するには、 

■ リストのタイトルバーをクリックするか、または“tab”キーを押して次のリスト
を選択します。

リストのスクロール 各リストの右側にあるスクロールバーを使って、リストをスクロールすることがで
きます。

リスト内のオブジェクト
選択における文字入力 

リストを選択し、リスト内のオブジェクト名の先頭文字をタイプして、リスト内の
オブジェクトの場所にスクロールすることもできます。たとえば「メイン」リスト
内の“[フライト ]航空機”フォームの場所へ移動する場合は、「メイン」リストを
選択し、“フ”とタイプします。

リスト内の選択オブジェ
クトのサブセット作成 

リスト内のオブジェクトを選択し、リストの表示内容を減らして必要なオブジェク
トだけにすることができます。このようにして範囲を狭めた選択結果を“サブセッ
ト”と呼びます。

オブジェクトの印刷や書き出し（第10 章を参照）を行う前に、オブジェクトのサブ
セットを作成しておくと便利です。選択されているオブジェクトだけを印刷したり、
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書き出したりすることができます。また、検索を実行する前にサブセットを作って
おき、検索対象をセレクション内のオブジェクトに限定することもできます。

サブセットを作成するには、

1 リスト内の 1 つまたは複数のオブジェクトを選択する。

連続あるいは不連続のセレクションを作成することができます。

「連続セレクション」は、隣り合ったオブジェクトの集まりです。連続セレクショ
ンを作成するには、 

■ オブジェクトの並びの先頭をクリックし、“shift”キーを押したまま最後尾の
オブジェクトをクリックします。

「不連続セレクション」は、隣り合っていないオブジェクトの集まりです。不連続
セレクションを作成するには、 

■ Macintosh 上では“コマンド”キーを押したまま、対象のオブジェクトをク
リックします。 

■ Windows上では、Ctrlキーを押したまま、対象のオブジェクトをクリックします。

2 「編集」メニューから「一部を表示」を選択するか、または
Macintosh では、“control”キーを押したまま、リストのタイトルをクリックします。
Windows では、マウスの右ボタンでリストのタイトルをクリックします。

リスト内に表示されるオ
ブジェクトの選択

デフォルトでは、「メイン」リストにはすべてのデータベースオブジェクトがタイ
プ別にソートされて表示されています。「メイン」ウインドウ内のリストそれぞれ
について、表示されるオブジェクトのタイプを指定することができます。

各リストのタイトルバーの右側にあるポップアップメニューを使って、オブジェクトを
すべて表示させたり、あるタイプのオブジェクトだけを表示させることができます。 
474D Insider リファレンスマニュアル



データベースオブジェクトの表示
独自のオブジェクトタイプの定義、および既存タイプの修正に関する詳細は、第 4
章の「フィルタの使用」を参照してください。

リスト内の全オブジェク
トの選択

現時点でリストに表示されているオブジェクトをすべて選択するには、

1 リストを選択します。

2「編集」メニューから「すべてを選択」を選択します。

「使用箇所」および「使用
オブジェクト」リストの
「メイン」リストへの移動

「使用箇所」リストや「使用オブジェクト」リスト内のオブジェクトを詳細に調べ
ようとする場合、これらのリストを新しい「メイン」リストにすることができま
す。これにより、「使用箇所」リストや「使用オブジェクト」リスト内のカレント
オブジェクトのクロスリファレンスを調べることができます。

「使用箇所」リストや「使用オブジェクト」リストの内容で「メイン」リストを置
き換えるには、「使用箇所」リストまたは「使用オブジェクト」リストのどちらか
を「メイン」リストへドラッグするか、または新しい「メイン」リストのために別
な「メイン」ウインドウを作成します。

「メイン」リストへのリスト
のドラッグ

「使用箇所」リストや「使用オブジェクト」リストを「メイン」リストにドラッグ
するには、 

■ リストのタイトルバーをクリックし、マウスボタンを押したままリストを「メイ
ン」リストのタイトルバーへドラッグする。

「使用オブジェクト」
リストを「メイン」
リストにドラッグし
ている
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また、キーボードショートカットキーを使って、「使用箇所」リストや「使用オブ
ジェクト」リストを「メイン」リストへ移動させることもできます。

別の「メイン」ウインドウ
を開く

現在の「メイン」ウインドウを保持したまま、「使用箇所」リストや「使用オブジェ
クト」リストのオブジェクトを表示する場合は、「メイン」ウインドウを別に開くこ
とができます。新しい「メイン」ウインドウ上の「メイン」リストには、データベー
スを開いた直後と同じようにデータベースオブジェクトがすべて表示されます。 

「メイン」ウインドウを別に開くには、 

■ Macintosh では、オブジェクト名を「option - クリック」します。 
Windows では、オブジェクト名を「Alt - クリック」します。

すると、オブジェクトが選択された状態で、新しい「メイン」ウインドウが表示
されます。オブジェクトの内容はそのウインドウ内に表示されます。

移動するリスト Windows Macintosh
「使用オブジェクト」リストを
「メイン」リストへ

Ctrl- 左矢印 ( ←）、ま
たはCtrl- 上矢印 (↑）

コマンド -左矢印、ま
たは  コマンド -上矢印 

「使用箇所」リストを「メイン」
リストへ

Ctrl- 右矢印 ( →）、ま
たはCtrl- 下矢印 (↓）

コマンド -右矢印、ま
たはコマンド-下矢印 

最初のウインドウ
で選択

新しい「メイン」ウイ
ンドウで選択
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データベースオブジェクトの表示
「メイン」ウインドウの整理
「メイン」ウインドウの編成を変えることができます。「オブジェクト内容」エリア
の大きさとリストエリアの大きさを相対的に変えたり、リストの配置を変更した
り、「メイン」ウインドウのデフォルトサイズを指定できます。

「メイン」ウインドウの構
成要素のサイズ変更

作業している時に、リストや「オブジェクト内容」エリアを大きくしたいと思うこ
とがあります。

「オブジェクト内容」エリアに関係するリストのサイズを変更するには、

1 リストと「情報バー」の間にある二重の分割ラインの上にカーソルを移動させます。

すると、カーソルポインタが上下矢印に変わります。 .

2 マウスを押したまま、分割ラインをドラッグします。

リスト配置場所の変更 「環境設定」ダイアログボックス、または「ウインドウ」メニューのいずれかを使
い、「メイン」ウインドウ内のリストの配置場所を変更することができます。「環境
設定」ダイアログボックスは、「ファイル」メニューから「環境設定」を選択し、
その右側に現れるサブメニューから「一般 ...」を選択して表示します。

「ウインドウ」メニューまたは「環境設定」ダイアログボックスで、次のいずれか
を選択します。 

■ 上側にリスト表示（デフォルト） 

■ 左側にリスト表示 

■ 下側にリスト表示

分割ラインをド
ラッグする
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「メイン」ウインドウの整理
このオプションの選択後に開いた「メイン」ウインドウに対して、設定が有効になります。

「メイン」ウインドウのデ
フォルトサイズの変更

「環境設定」ダイアログボックスで、「メイン」ウインドウのデフォルトの高さと幅
をピクセル単位で指定することができます。

「メイン」ウインドウのデフォルトサイズを指定するには、

1 「ファイル」メニューから「環境設定」を選択し、サブメニューから「一般 ...」を
選択して表示させます。
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データベースオブジェクトの表示
「環境設定」ダイアログボックスが表示されます。

2 高さと幅を入力します（ピクセル数）。

3「設定」をクリックします。

このオプションの選択後に開いた「メイン」ウインドウに対して、設定が有効になります。

オブジェクトの ID番号の
表示 

オブジェクトの内部 ID 番号は、4Dがデータベースのストラクチャファイル内の各
デザインオブジェクトを管理するために使用します。4D Insider でも、これらの番
号をデータベースやライブラリ内のオブジェクト管理のために使用します。
4D Insider では、「メイン」ウインドウの「メイン」リスト内でオブジェクトの内部
ID番号を表示させることができます。

通常、デザインオブジェクトの ID 番号を知っておく必要はありませんが、4D や
4D Tools など他の 4D プログラムでオブジェクトに関するエラーが発生した場合、
エラーウインドウにはそのオブジェクトの ID 番号が表示されます。損傷したデー
タベースから、ダメージを受けたオブジェクト以外の全オブジェクトをコピーする
ことにより、バックアップが存在せず他に方法がない場合でも、手動でストラク
チャファイルを回復することができます。この場合、いずれのオブジェクトが損傷
しているのかを知るためにこのオブジェクト ID 番号が役立ちます。

「メイン」リストに ID 番号を表示するには、

1「ファイル」メニューから「環境設定」を選択し、サブメニューから「一般 ...」を
選択して表示させます。

「環境設定」ダイアログボックスが表示されます。
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「メイン」ウインドウの整理
2 「メインリストに ID 番号を表示する」チェックボックスをチェックします。 

各オブジェクトの ID 番号が「メイン」ウインドウの「メイン」リスト内のオブジェ
クト名の隣に括弧付きで表示されます。この ID 番号は「使用箇所」および「使用
オブジェクト」リストには表示されません。

大部分のオブジェクトに対し、オブジェクトをダブルクリックした際に「情報エリ
ア」にも ID 番号が表示されます。

複数の「メイン」ウイン
ドウの整理 

ウインドウは、必要に応じていくつでも表示できます。4D Insider に割り当てられ
ているメモリの量で制限されます。

「ウインドウ」メニューには、現在開いているすべてのウインドウ名が表示されま
す。新しくウインドウを開くと、4D Insider によってウインドウに一連番号が付け
られます。ウインドウ番号は、各ウインドウのタイトルバーや「ウインドウ」メ
ニューに表示されます。あるウインドウを最前面にするには、「ウインドウ」メ
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データベースオブジェクトの表示
ニューからそのウインドウを選択するか、そのウインドウのタイトルバーをクリッ
クします。

作業中、スクリーン上に複数のウインドウを同時に表示させることがあります。「ウ
インドウ」メニューから「積み重ね」や「整頓」を選択して、一定のパターンでウ
インドウをスクリーン上に配置することができます。 

■「積み重ね」は、各ウインドウを少し重ねて、各ウインドウの左上隅だけが見える
ようにします。 

■「整頓」は、各ウインドウをタイル状に並べます。
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第 4章 フィルタの使用

各リストの右上隅にあるポップアップメニューにより、リスト内に表示するオブ
ジェクトのタイプを選択することができます。たとえば、メソッドが使われている
場所やメソッドで使用しているオブジェクトを調べる場合は、「メイン」リストに
「メソッド」オブジェクトを表示します。

ポップアップメニューに表示されている項目は“フィルタ”と呼ばれ、選択された
タイプに属さないオブジェクトをリストから除外します。

フィルタのほとんどは、4D Insider によって認識されるオブジェクトのタイプに対
応していますが、「メニュー」フィルタはメニューとメニューバーの両方を表示し、
「ストラクチャ」フィルタはテーブル、フィールド、サブテーブルを表示します。

「フィルタ」ポップアッ
プメニュー
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フィルタの使用
フィルタの追加と修正
共通のオブジェクトを探したり、特定のデータベースに対して意味のあるオブジェ
クトを見つけるために独自のフィルタを追加することができます。たとえば、ロー
カル変数とインタープロセス変数を探すとします。4D Insider には変数を探すため
の「変数」フィルタが用意されていますが、変数名の先頭が“$”で始まるローカ
ル変数や、変数名の先頭が“<>”で始まるインタープロセス変数を探すためのフィ
ルタを独自に作成することができます。

このようなフィルタの使用は、一貫性のある命名規則を採用している場合は特に効
果的です。たとえば、メニューに割り当てられたメソッドにはすべて先頭を“M_”
に統一しておきます。この場合、“M_”で始まるメソッドを探すフィルタを定義す
れば、作業を単純化することができます。

注：既存のデータベースに命名規則を適用する際には 4D Insider の置換機能を利用
できます。メソッド名や変数名の検索方法および置換方法に関する詳細は、第５章
の「検索と置換」を参照してください。

さらに、新規フィルタを 4D Insider に追加したり、組み込みのフィルタの定義の修
正、各ポップアップメニューに表示されるフィルタの変更も可能です。

「フィルタ」エディタは、データベースを開いていない場合でも利用できます。

フィルタ定義情報の保存 Windows 上で、フィルタ定義情報はすべてシステムのアクティブな「Windows」
ディレクトリ内の「ACI」ディレクトリにある「InsV6JPrf.rsr」ファイルに保存され
ます。このファイルは、4D Insider がバージョンアップされても使われます。 

Macintosh 上で、フィルタ定義情報はすべてシステムの「初期設定」フォルダ内の
「ACI」フォルダの中にある「InsV6JPrf」ファイルに保存されます。このファイル
は、4D Insider がバージョンアップされても使われます。
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フィルタの追加と修正
フィルタの追加 フィルタの追加は、同じオブジェクトを頻繁にリストに表示させるような場合に有
効です。オブジェクトを一度表示するだけなら、フィルタを追加する代わりに検索
機能を実行します。検索に関する詳細は、第5 章の「検索と置換」を参照してくだ
さい。

フィルタを追加するには、 

1 「ファイル」メニューから「環境設定」を選択し、サブメニューから「フィルタ...」
を選択します。

すると、「フィルタ編集」ダイアログボックスが表示されます。
574D Insider リファレンスマニュアル



フィルタの使用
2「フィルタ名：」エリアにフィルタの名前を入力し、「新規...」ボタンをクリックします。

すると、次のようなダイアログボックスが表示されます。

3「オブジェクトタイプ：」リスト内のオブジェクトタイプを選択して、フィルタに
保存されるオブジェクトタイプを選択します。

選択されたオブジェクトの右側にチェックマークが付きます。 

リスト内でマウスボタンを押したまま複数のオブジェクトをドラッグすると、連続
して選択できます。

連続しないオブジェクトを選択するには、「シフト」キーを押したままそれぞれの
オブジェクトをクリックします。

オブジェクトタイプをすべて選択するには、「オブジェクトタイプ：」タイトル
バー上でクリックします。

Macintosh 上でオブジェクトタイプの選択をすべて解除するには、option キーを押
したまま、「オブジェクトタイプ：」タイトルバー上でクリックします。Windows 
では、Alt キーを押したまま、「オブジェクトタイプ：」タイトルバー上でクリッ
クします。

4 必要な場合は、フィルタ条件を入力します。

ポップアップメニューとテキストボックスを使い、検索条件を入力します。検索条
件を指定すると、4D Insider は検索条件と一致する名前のオブジェクトを探します。
「内容検索」チェックボックスを選択した場合には、オブジェクトの内容も検索さ
れます。

「フィルタ条件」エリアに何も入力しない場合、選択されたすべてのタイプのオブ
ジェクトタイプが返されます。
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フィルタの追加と修正
4 th Dimension と同様に、文字列を省略するワイルドカード文字（@）が使えます。
たとえば、先頭が“cr”という文字列で、次にその他の文字列、最後が“w”とい
う文字で終わるメソッドを探す場合は、「フィルタ条件」エリアに“cr@w”と入
力します。

「名前」による選択

名前で選択するには、左側のポップアップメニューより「名前」を選択し、入力エ
リアにその名前を入力します。中央のポップアップメニューより、オブジェクト名
と入力した文字列とが「等しい」、「含む」、「含まない」、「前方一致」、「後方一致」
を選択することができます。

日付による選択

オブジェクトの最終修正日付で選択するには、左側のポップアップメニューより
「日付」を選択し、入力エリアにその日付を入力します。現在日付がデフォルトで
入力されています。中央のポップアップメニューより、オブジェクトの日付と入力
した日付とが「等しい」、「より前」、「より後」、「異なる」を選択することができます。

発生回数にもとづく選択

データベース内でのオブジェクトの使用回数で選択するには、左側のポップアッ
プメニューより「発生（数）」を選択し、入力エリアに発生回数を入力します。
“1”がデフォルトで入力されています。中央のポップアップメニューより、オブ
ジェクトの発生回数と入力した数値とが「等しい」、「より大きい」、「より小さ
い」、「異なる」を選択することができます。
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フィルタの使用
5 フィルタオプションの選択

「内容検索」チェックボックスによって、オブジェクト名の場合とともにオブジェ
クトの内容についても検索を行うかどうかを指定できます。このオプションを選択
すると、4D Insider はメソッド、フォーム、リスト、メニュー等に含まれる文字列
すべてに対して検索を実行します。「内容検索」チェックボックスが選択されてい
ないと、オブジェクト名をもとにセレクションが作られます。フィルタに「ドキュ
メント」、「未使用」、「区切りオブジェクト」を含めるかどうかも指定できます。

「ドキュメント」チェックボックスは、ドキュメント付きのオブジェクトを含むか
除外するかを指定します。ドキュメント付きのオブジェクトに関する詳細は、第
8 章の「オブジェクトのドキュメント化」を参照してください。

「未使用」チェックボックスは、データベース内の他のオブジェクトから参照され
ていないオブジェクトを含むか除外するかを指定します。このオブジェクトはカ
ラーモニタ上では赤、グレイスケールモニタではグレイ、白黒モニタでは太字で表
示されます。

「区切りオブジェクト」チェックボックスは、区切りオブジェクトとして定義され
たオブジェクトを含むか除外するかを指定します。区切りオブジェクトに関する詳
細は、第 7 章の「オブジェクトの移動」を参照してください。

これらのオブジェクトタイプに対応するチェックボックスは、次の状態のいずれか
に当てはまります。 

■ グレー表示：この場合、「フィルタ条件」と一致するオブジェクトを検索する
際にオブジェクトの属性を考慮しません。 

■ チェックあり：この場合、指定されたタイプのオブジェクトだけを含みます。 

■ チェックなし：この場合、指定されたタイプのオブジェクトは除外されます。

6「OK」ボタンをクリックして、新しいフィルタの定義情報を保存します。

「フィルタ編集」ダイアログボックスのリスト内にフィルタが表示されます。デフォ
ルトでは、フィルタは「メイン」ウインドウの 3 つのポップアップメニューに表示
されます。
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フィルタの追加と修正
フィルタの修正 フィルタの定義情報を修正するには、

1 「ファイル」メニューから「環境設定」を選択し、サブメニューから「フィルタ...」
を選択します。

すると、「フィルタ編集」ダイアログボックスが現れます。

2 編集するフィルタの名前を選択します。

リスト内にあるフィルタは、組み込みのフィルタも含めてすべて編集できます。

3 「編集 ...」ボタンをクリックするか、フィルタ名をダブルクリックします。

「検索」ダイアログボックスが表示されます。
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フィルタの使用
このダイアログボックスによって、一致するオブジェクトを検索する際の条件を変
更することができます。

4 新規フィルタを作成したときのように、フィルタの定義情報を修正します。

詳細は、前の「フィルタの追加」を参照してください。

フィルタ名の変更 フィルタの名前を変更するには、

1「ファイル」メニューから「環境設定」を選択し、サブメニューから「フィルタ...」
を選択します。

「フィルタ編集」ダイアログボックスが表示されます。

2 名前を変更するフィルタ名を選択します。

3「フィルタ名：」エリアに新しい名前を入力します。

4「名前変更」ボタンをクリックして、変更を有効にします。
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フィルタの追加と修正
フィルタの削除 フィルタを削除するには、

1 「ファイル」メニューから「環境設定」を選択し、サブメニューから「フィルタ...」
を選択します。

「フィルタ編集」ダイアログボックスが表示されます。

2 削除するフィルタの名前を選択します。

3 「削除」ボタンをクリックします。

「フィルタ」ポップアップ
メニューの修正

デフォルトでは、「メイン」ウインドウ内のポップアップメニューにはフィルタ名
がすべて表示されます。このポップアップメニューのフィルタの追加や削除を行っ
て、独自のカスタムポップアップメニューを作成できます。各ポップアップメ
ニューにはそれぞれ異なるフィルタのセットを含めたり、3 つのポップアップメ
ニューすべてに修正後の同じフィルタを入れておくこともできます。

次の図は、「メイン」リストのポップアップメニューを示したものです。このポッ
プアップメニューは修正され、2 つの組み込みのフィルタと 2 つの追加フィルタを
含めたメソッド用のフィルタを表示します。

「フィルタ」ポップアップメニューを修正するには、

1 「ファイル」メニューから「環境設定」を選択し、サブメニューから「フィルタ...」
を選択します。

ダイアログボックスに 4D Insider で定義されたフィルタの名前が一覧で表示され
ます。フィルタ名の右側のチェックマークはフィルタが表示される 3 つのリストの
ポップアップメニューに対応します。

デフォルトでは、各フィルタに 3 つのチェックマークが付けられ、フィルタが 3 
つのポップアップメニューに現れることを示します。これは、ユーザが定義した
独自フィルタについても同じです。
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フィルタの使用
2 チェックマークを選択または選択解除して、各ポップアップメニューに表示する
フィルタを設定します。

ポップアップメニューにフィルタを全部設定するには、 

■ ポップアップメニューのタイトルバーをクリックします。

ポップアップメニューからすべてのフィルタを選択解除するには、 

■ Macintosh では、“option”キーを押したままポップアップタイトルバーをクリック
します。
Windows では、“Alt”キーを押したままポップアップタイトルバーをクリックしま
す。

「使用箇所」

「メイン」

「使用オブジェクト」
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セレクション内でのフィルタの適用
セレクション内でのフィルタの適用
あるリスト用にフィルタを選択すると、4D Insider はそのフィルタに対応するオブ
ジェクトをデータベースから探します。別のフィルタを選択すると、4D Insider は
新しい検索を実行して新しいフィルタに対応するオブジェクトを探します。

場合によっては、最初のフィルタで作成したセレクションを保存しておき、同じセ
レクションに別のフィルタを適用できると便利なことがあります。

「メイン」リストのセレクションに別のフィルタを適用するには、 

■ Macintosh では、“option”キーを押したまま別のフィルタを選択します。
Windows では、“Alt”キーを押したまま別のフィルタを選択します。

この“option”キーあるいは“Alt”キーの操作によって、4D Insider に「メイン」リ
ストのセレクションだけを対象に検索することを指示しています。

フィルタの使用例

未使用オブジェクト用の
フィルタ 

▼ この例では、未使用オブジェクト用のフィルタを作成します。まず「メイン」リ
ストから初め、1,500以上のオブジェクトを含むデータベースのオブジェクトをす
べて表示させます。

1 「フィルタ編集」ダイアログボックスで、「フィルタ名：」入力エリアに“未使用オ
ブジェクト”と入力します。

2 「新規 ...」ボタンをクリックします。

3 検索条件を入力します。

検索条件は次の通りです。 

■ すべてのオブジェクト 

■ 名前、日付、発生回数による選択はなし 

■ 「未使用」オプションをチェック
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フィルタの使用
4「OK」をクリックして検索条件を確定します。

“未使用オブジェクト”が「メイン」リストのフィルタポップアップメニューに表
示されます。

5 フィルタ“未使用オブジェクト”を選択し、データベース内で使用されていないオ
ブジェクトの一覧を取得します。

ローカル変数用のフィルタ 

▼ この例では、ローカル変数用のフィルタを作成します。

1「フィルタ編集」ダイアログボックスで、「フィルタ名：」入力エリアに“ローカル
変数”と入力します。

2「新規 ...」ボタンをクリックします。

3 検索条件を入力します。

検索条件は次の通りです。 

■ 変数オブジェクトのみ 

■ “$”で始まるオブジェクト名
66 4D Insider リファレンスマニュアル



フィルタの使用例
4 「OK」をクリックして検索条件を確定します。

フィルタ“ローカル変数”が「メイン」リストのフィルタポップアップメニューに
表示されます。

5 フィルタ“ローカル変数”を選択し、データベース内で使用されているローカル変
数の一覧を取得します。

すべてのメソッド用の
フィルタ 

▼ この例では、すべてのメソッドタイプ用のフィルタを作成します。

1 「フィルタ編集」ダイアログボックスで、「フィルタ名：」入力エリアに“すべての
メソッド”と入力します。

2 「新規 ...」ボタンをクリックします。

3 検索条件を入力します。

検索条件は次の通りです。 

■ プロジェクトメソッド、データベースメソッド、トリガ、フォームメソッド、
オブジェクトメソッドを選択 

■ 名前、日付、発生回数による選択はなし
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フィルタの使用
4「OK」をクリックして検索条件を確定します。

フィルタ“すべてのメソッド”が「メイン」リストのフィルタポップアップメニュー
に表示されます。

5 フィルタ“すべてのメソッド”を選択し、4D コードを含むオブジェクトの一覧を
取得します。

すべてのメニューメソッ
ド用のフィルタ 

▼ この例では、すべてのメニューメソッド用のフィルタを作成します。たとえば
データベース内で、「メニューコマンドに割り当てられたメソッドの名前は“M_”
で開始する」、というような命名規則に従っている場合には、簡単にメニューメ
ソッド用のフィルタを作成することができます。

1「フィルタ編集」ダイアログボックスで、「フィルタ名：」入力エリアに“メニュー
メソッド”と入力します。

2「新規 ...」ボタンをクリックします。
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フィルタの使用例
3 検索条件を入力します。

検索条件は次の通りです。 

■ プロジェクトメソッドだけを選択 

■ “M_”で始まる名前

4 「OK」をクリックして検索条件を確定します。

フィルタ“メニューメソッド”が「メイン」リストのフィルタポップアップメニュー
に表示されます。

5 フィルタ“メニューメソッド”を選択し、メニューメソッドとして使用されている
プロジェクトメソッドの一覧を取得します。
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フィルタの使用
すべてのプロセスメソッ
ド用のフィルタ 

▼ この例では、すべてのプロセスメソッド用のフィルタを作成します。たとえば
データベース内で、「プロセスメソッドとして実行するメソッドの名前は“P_”
で開始する」、というような命名規則に従っている場合には、簡単にプロセスメ
ソッド用のフィルタを作成することができます。

1「フィルタ編集」ダイアログボックスで、「フィルタ名：」入力エリアに“プロセス
メソッド”と入力します。

2「新規 ...」ボタンをクリックします。

3 検索条件を入力します。

検索条件は次の通りです。 

■ プロジェクトメソッドだけを選択 

■ “P_”で始まる名前

4「OK」をクリックして検索条件を確定します。

フィルタ“プロセスメソッド”が「メイン」リストのフィルタポップアップメニュー
に表示されます。

5 フィルタ“プロセスメソッド”を選択し、プロセスメソッドとして使用されている
プロジェクトメソッドの一覧を取得します。
70 4D Insider リファレンスマニュアル



第 5章 検索と置換

データベースやライブラリ内のオブジェクトを検索することにより、検索条件にも
とづいてオブジェクトを素早く探しだすことができます。検索の結果はフィルタを
使った処理と同じになるかもしれませんが、検索は 1 度しか実行されない上、検索
条件は4D Insiderで保存されません。同じ検索を頻繁に実行する場合は、その条件
でフィルタを定義するとよいでしょう。フィルタに関する詳細は、第 4 章の「フィ
ルタの使用」を参照してください。

オブジェクトの検索のほかに、データベースやライブラリ全体でオブジェクト名を
変更することもできます。

検索
オブジェクトを検索するには、

1 「ツール」メニューから「検索 ...」を選択します。

すると、「検索」ダイアログボックスが現われます。

2 検索するオブジェクトのタイプを選択します。 

すると、選択したオブジェクト右側にチェックマークが付きます。デフォルトで
は、すべてのオブジェクトタイプが選択されています。
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検索と置換
すべてのオブジェクトタイプの選択を解除するには、Macintosh 上では“Option”
キーを押したまま、「オブジェクトタイプ：」タイトルバーをクリックします。

すべてのオブジェクトタイプの選択を解除するには、Windows 上では“Alt”キー
を押したまま、「オブジェクトタイプ：」タイトルバーをクリックします。

再度、すべてのオブジェクトタイプを選択するには、「オブジェクトタイプ：」タ
イトルバーをクリックします。

3 さらに詳細な検索条件を入力します。

左端のポップアップメニューを使えば、検索条件にオブジェクト名、あるいは、最
新修正日付、発生回数を使うことができます。 

このポップアップメニューの選択に応じて、右側のポップアップメニューに表示さ
れる比較演算子は次のように変化します。

入力エリアに値を入れて、検索条件を完成します。入力エリアに何も入力しない
と、選択されたタイプのオブジェクトが表示されます。

4 th Dimension と同じように、1 文字または複数文字の代わりにワイルドカード文字
（@）が使えます。たとえば、先頭の文字が“cr”で、次に続く文字が不明で、最
後が“w”で終わるメソッドを探す場合、入力エリアに“cr@w”と入力します。

検索条件 比較演算子

名前 等しい
を含む
を含まない
前方一致
後方一致

日付 等しい
より前
より後
異なる

発生回数 等しい
より大きい
より小さい
異なる
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検索
4 検索をデータベースやライブラリ全体に対して実行するか、または「メイン」リス
ト内のオブジェクトのセレクションを対象に実行するかを選択します。

5 オブジェクトの内容を検索する場合は、「内容検索」チェックボックスを選択します。

この「内容検索」チェックボックスにより、オブジェクト名だけでなく、オブジェ
クトの内容も検索の対象にするかどうか指定できます。 

このチェックボックスが選択されていない場合、検索はオブジェクト名に対しての
み行われます。

6 検索に「ドキュメント」、「未使用」、「区切りオブジェクト」オプションを含めるか
どうか選択します。

「ドキュメント」チェックボックスは、ドキュメント付きのオブジェクトを含むか
除外するかを選択することができます。ドキュメント化に関する詳細は、第 8 章の
「オブジェクトのドキュメント化」を参照してください。

「未使用」チェックボックスによって、データベース内の他のオブジェクトから参
照されないオブジェクトを検索に含むか除外するかを選択できます。これらのオブ
ジェクトはカラーモニタ上では赤、グレイスケールモニタではグレイ、白黒モニタ
では太字で表示されます。

「区切りオブジェクト」チェックボックスにより、区切りオブジェクトとして定義
されたオブジェクトを検索に含むか除外するかを選択できます。区切りオブジェク
トに関する詳細は、第7 章の「オブジェクトの移動」を参照してください。

これらのタイプに対応するチェックボックスは、次の 3 種類の状態のいずれかにな
ります。 

■ グレー表示（Windows）または マイナス表示 （Macintosh）：この場合、検
索条件と一致するオブジェクトを検索する際に、属性は考慮されません。 

■ チェックあり：この場合、4D Insiderはこのタイプのオブジェクトだけを含み
ます。 

■ チェックなし：この場合、4D Insider はこのタイプのオブジェクトを除外します。

7 「検索」ボタンをクリックして、検索を実行します。

検索によって抽出されたオブジェクトが「メイン」リスト内に表示されます。
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検索と置換
複合検索条件の使用 4D Insider を使って、複合条件に一致するオブジェクトを検索できます。たとえば、
“M”で始まる名前で、しかも“新規プロセス”という文字列を含んだオブジェク
トを検索することができます。このような複合条件検索を行うには、まず 1 番目の
検索条件をもとに検索を行います。次に、1 番目の検索で選択されたセレクション
のオブジェクトを対象に次の検索を実行します。 

▼ この検索例では、メソッド名に“mess”を含み、“window”という単語を使用し
ているメソッドを検索してみることにします。この例題を行うために、「Invoice3」
（Windows）または「4D Invoices」（Macintosh）例題データベースを使用します。

1「ツール」メニューから「検索 ...」を選択します。

2 下図のような検索条件を定義して、名前に“mess”を含むプロジェクトメソッド
を検索します。

3「検索」ボタンをクリックするか、
または
Macintosh 上では“Return”キー、Windows上では“Enter”キーを押します。

検索が行われ、検索条件と一致するプロジェクトメソッドが「メイン」リストに返
されます。

4 再度、「ツール」メニューから「検索 ...」を選択します。

5“window”という単語を含んでいるプロジェクトメソッドをセレクション内から検
索するために、次のような検索条件を定義します。
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置換
6 「検索」ボタンをクリックするか、
または
「Macintosh 上では“Return”キー、Windows上では“Enter”キーを押します。

「メイン」リストには検索条件すべてに一致する全オブジェクトが含まれます。

置換
「ツール」メニューの「置換 ...」機能を使い、データベースやライブラリ内のオブ
ジェクト名を変更することができます。オブジェクト名を変更するには、必要に応
じて、下の方法のいずれかを使用します。 

■ 単一オブジェクトの名前を別の名前で変更する。 

■ 任意の数のオブジェクト名を、名前に含まれるの文字列を別の文字列で置き換える
ことにより変更する。 

■ 選択した任意の数のオブジェクト名を、名前に接頭辞を追加することにより変更する。

データベース内のオブジェクト名を変更すると、そのオブジェクトが使用されてい
るすべての場所でその名前が変更されます。これはすべての名前変更処理に対して
適用されます。ただし、単一のランゲージ要素の名前を変更する場合は異なり、名
前変更されるランゲージ要素をもつオブジェクトを選択できます。

オブジェクト名の変更は、いろいろな場面で役に立ちます。たとえば、プロセス変
数をすべてインタープロセス変数に変更できます。このためには、プロセス変数を
すべて検索し、インタープロセス変数を意味する接頭辞（<>）を付けます。プロ
セス変数を検索するには、まずデータベースから“$”文字（ローカル変数を意味
する）を含まない変数を検索し、次にセレクションから接頭辞“<>”を含まない
変数を検索します。
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検索と置換
4D Insider では、次のタイプのオブジェクトの名前を変更できます。

単一オブジェクト名の変更 オブジェクト名の変更処理は、ランゲージオブジェクトの名前を変えるか、または
デザインオブジェクトの名前を変えるかによって多少操作が異なります。

ここでは例として、変数“ar 階級”を変更することにします。「4D Airlines」デー
タベースを使用している場合は、この変数を検索しそれを選択してください。

ランゲージオブジェクトの
名前変更

ランゲージオブジェクトには、変数、セット、セマフォ、フォーマット／フィル
タ、命名セレクションが含まれます。 

▼ これらのオブジェクトの名前を置き換えるには、次のようにします。

1「メイン」リストで名前を変更するオブジェクトを選択します。

2「ツール」メニューから「置換 ...」を選択します。

フォーマット／フィルタ セマフォ
フォーム セット
グループ スタイルシート
リスト テーブル
命名セレクション Tips およびバルーンヘルプ
ピクチャライブラリ画像 変数
プロジェクトメソッド
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置換
「置換」ダイアログボックスが現れます。

3 新しい変数名を入力します。

テキスト入力エリアにランゲージ要素の新しい名前を指定します。

4 ランゲージ要素の名前を変更するオブジェクトを選択します。

テキストエリアの下のスクロールエリアには、このランゲージ要素を使用している
オブジェクトがすべて表示されます。

このランゲージ要素を使用しているすべてのオブジェクト内で、要素の名前を変更
するように指定できます。これを行うには、「すべてのオブジェクト」チェックボッ
クスを選択します。

一部のオブジェクト内の名前だけを変更する場合は、スクロールエリアから変更す
るオブジェクトを選択します。連続したセレクションを作成する場合は、“shift”
キーを押しながら、一連のオブジェクトの先頭と最後尾をクリックします。連続し
てないセレクションを作成する場合は、Macintosh 上では“コマンド”キー、Windows
上では“Ctrl”キーを押しながら、置換するオブジェクトを個々にクリックします。

5 「置換」ボタンをクリックして、選択されたオブジェクトのランゲージ要素名を変
更します。

オブジェクト名を変更せずにこのダイアログボックスを閉じるには、「キャンセル」
ボタンをクリックします。

デザインオブジェクトの
名前変更

デザインオブジェクトには、テーブル、グループ、プロジェクトメソッド、tips、
フォーム、ピクチャライブラリ画像、リスト、スタイルシートが含まれます。

これらのオブジェクトの名前を置き換えるには、次のようにします。

1 「メイン」リストで名前を変更するオブジェクトを選択します。

2 「ツール」メニューから「置換 ...」を選択します。
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検索と置換
「置換」ダイアログボックスが現れます。

このダイアログボックスには、このプロジェクトメソッドを使用するオブジェクト
の一覧が表示されていない点に注目してください。使用されているすべてのオブ
ジェクト内でプロジェクトメソッド名が修正されます。

3 新しいメソッド名を入力します。

すると、「置換」ボタンが使用可能になります。

4「置換」ボタンをクリックして、オブジェクトの名前を変更します。

セレクション内での
文字列の置き換え

4D Insider では、オブジェクト名に含まれる文字列を別の文字列に置き換えること
により、複数のオブジェクト名を同時に変更できます。「メイン」リストでセレク
ションを選択し、名前を変更するオブジェクトを指定します。このセレクションに
は、あらゆるオブジェクトタイプを含めることができます。 

ある文字列を別の文字列で置き換えるには、

1 文字列を置き換えるオブジェクトを選択します。

連続したセレクションを作成する場合は、“shift”キーを押しながら、一連のオブ
ジェクトの先頭と最後尾をクリックします。連続してないセレクションを作成する
場合、Macintosh 上では“コマンド”キー、Windows 上では“Ctrl”キーを押しなが
ら、対象のオブジェクトをそれぞれクリックします。

リスト内のすべての項目を選択するには、「編集」メニューから「すべてを選択」
を選択します。
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置換
2 「ツール」メニューから「セレクション中を置換 ...」を選択します。

「セレクション中を置換」ダイアログボックスが現れます。

3 「元の文字列：」入力ボックスに置き換える元の文字列を入力します。

4 「置換文字列：」入力ボックスに置き換え後の文字列を入力します。
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検索と置換
ここでは、“Proc”を“Process”に置き換えます。

5「置換」ボタンをクリックし、文字列を置き換えます。

セレクション内で、その文字列を含むオブジェクトの文字列が置き換えられます。
また、このオブジェクトに対して行われている参照もすべて修正されます。

注：メソッドのダブルクォーテーション（""）の間で参照されているオブジェクト
名を置き換える場合は、オブジェクトに対する明示的な参照だけが置き換えられま
す。メソッドの実行中に計算される参照は置き換えられません。たとえば、
「 MySemaphore:= Semaphore ("状態 "+ String ( Current process ))」として定義され
たセマフォの名前は、置き換えられません。

オブジェクトのセレクショ
ンへの接頭辞追加

複数のオブジェクトの名前の先頭に共通の文字列を付けることができます。このオ
プションはオブジェクトに意味のある接頭辞を付けて、一層わかりやすいストラク
チャを作成することができます。 

「メイン」リストはタイプ別にソートされてから50音順に並べられるので、接頭辞
を使うと、関連するグループ毎にオブジェクトをまとめることができます。たとえ
ば、データベースで、メニューに関連するプロジェクトメソッドはすべて、“M_”
という文字で始まる場合、これらのメソッドは「メイン」リストにまとまって表示
されます。

一連のオブジェクトに同じ接頭辞を付けておくと、それらに対する独自のフィルタ
を簡単に作成できます。フィルタ作成に関する詳細は、第 4 章の「フィルタの使
用」を参照してください。

オブジェクトのセレクションに接頭辞を追加するには、

1 接頭辞を追加しようとするオブジェクトを選択します。

連続したセレクションを作成したい場合は、“shift”キーを押しながら、一連のオ
ブジェクトの先頭と最後尾をクリックします。連続してないセレクションを作成す
る場合は、Macintosh 上では“コマンド”キー、Windows 上では“Ctrl”キーを押し
ながら、個々のオブジェクトをクリックします。
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置換
リスト内の項目をすべて選択するには、「編集」メニューから「すべてを選択」を
選択します。

ここでは、“New process”という文字列を含んだオブジェクト名またはオブジェク
ト内容が選択されています。

2 「ツール」メニューから「接頭辞を追加 ...」を選択します。

「接頭辞追加」ダイアログボックスが現れます。

3 オブジェクトに追加する接頭辞を入力します。

ここでは、接頭辞として“NP_”を追加することにします。
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検索と置換
4「追加」ボタンをクリックして、接頭辞を追加します。

接頭辞が追加された結果、オブジェクト名が長くなりすぎる場合、4D Insider によっ
て次のようなアラートボックスが表示され、オブジェクト名を切ってよいかどうか
きかれます。 

「OK」ボタンをクリックすると、入力した接頭辞は追加され、範囲を越えた文字は
オブジェクト名の後ろから削除されます。

「キャンセル」ボタンをクリックすると、入力した接頭辞は追加されずに「接頭辞
追加」ダイアログボックスに戻ります。

ここでは、「OK」ボタンをクリックしてオブジェクト名を切り取り、セレクション
内のすべてのオブジェクトに“NP_”という文字を付け加えます。

また、ストラクチャの他の部分における、これらのオブジェクトに対するクロスリ
ファレンスは 4D Insider によって更新されます。

注：メソッドのダブルクォーテーション（""）の間で参照されているオブジェクト
名に接頭辞を付加する場合は、オブジェクトに対する明示的な参照だけが置き換え
られます。メソッドの実行中に計算される参照は置き換えられません。たとえば、
「 MySemaphore:= Semaphore ("状態 "+ String ( Current process ))」として定義され
たセマフォの名前は、置き換えられません。
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置換
フォームや Tipsのテキス
トの置き換え

フォームの固定テキストやボタンテキスト、あるいは tips のテキストを置き換えた
い場合があります。この場合、「ツール」メニューから「内容中を置換 ...」を選択
して、フォームや tips のテキストを検索して置換することができます。 

フォームや tips のテキストを置き換えるには、

1 テキストを置き換えるオブジェクトを選択します。

連続したセレクションを作成する場合は、“shift”キーを押しながら、一連のオブ
ジェクトの先頭と最後尾をクリックします。連続してないセレクションを作成する
場合、Macintosh 上では“コマンド”キー、Windows 上では“Ctrl”キーを押しなが
ら、対象のオブジェクトをそれぞれクリックします。

リスト内のすべての項目を選択するには、「編集」メニューから「すべてを選択」
を選択します。

2 「ツール」メニューから「内容中を置換 ...」を選択します。

「内容を置換」ダイアログボックスが現れます。

3 「元の文字列：」入力ボックスに置き換える元の文字列を入力します。
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検索と置換
4「置換文字列：」入力ボックスに置き換え後の文字列を入力します。

例として、テーブル [Customers] の Customer ID フィールドに“Client identification
code”というテキストが含まれており、これを“Customer identification code”に置
き換えたい場合、次のように入力します。

「メイン」ウインドウで tips のテキストが変更されて表示されます。 

コマンドの置き換え フォームメソッドやオブジェクトメソッド、プロジェクトメソッド中の4Dコマン
ドをプロジェクトメソッドで置き換えたい場合があります。この場合、「ツール」
メニューの「4D コマンドを置換 ...」を使用して、選択したフォームメソッド中の
4Dコマンドを置き換えることができます。

メソッドのセレクション中の4Dコマンドを置き換えるには、

1 コマンドを置き換えるオブジェクトを選択します。

連続したセレクションを作成する場合は、“shift”キーを押しながら、一連のオブ
ジェクトの先頭と最後尾をクリックします。連続してないセレクションを作成する
場合、Macintosh 上では“コマンド”キー、Windows 上では“Ctrl”キーを押しなが
ら、対象のオブジェクトをそれぞれクリックします。
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置換
リスト内のすべての項目を選択するには、「編集」メニューから「すべてを選択」
を選択します。

2 「ツール」メニューから「4D コマンドを置換 ...」を選択します。

「4Dコマンドを置換」ダイアログボックスが現れます。

3 リストのコマンド名をクリック、あるいはコマンド名の最初の数文字をタイプし
て、置き換えるコマンドを選択します。

コマンドリストのコマンドが選択され、そのコマンド名がリストの下にあるテキス
トボックスに表示されます。

4D コマンドの
リスト

プロジェクトメ
ソッドのリスト
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検索と置換
4 メソッドのコマンド名をクリック、あるいはメソッド名の最初の数文字をタイプし
て、既存のメソッドを選択します。
または、
プロジェクトメソッドのリストの下にあるテキストボックスにメソッド名を入力
して、新しくプロジェクトメソッドを作成します。

プロジェクトメソッドのリストの下にあるテキストボックスにプロジェクトメ
ソッド名が表示されます。

5 既存のプロジェクトメソッドを利用する場合、「置換」をクリックします。
新しくプロジェクトメソッドを作成する場合、「作成して置換」をクリックします。

コマンドがプロジェクトメソッドで置き換えられます。作成した新しいプロジェク
トメソッドは「メイン」リスト上に表示されます。プロジェクトメソッドを新しく
作成した場合には、4D Insider により作成条件を説明するコメントが新規メソッド
の初めに挿入されます。

既存のプロジェクト
メソッドを選択

新規プロジェクト
メソッドの作成
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第 6章 グループの使用

再利用可能で保守しやすいコード、つまりモジュールに対する関心が高まってきて
います。4D Insider には、デザインオブジェクトをライブラリやグループに編成す
る機能が提供されており、モジュール化されたコードの開発を支援します。 

グループを使用して、その機能に応じてオブジェクトを再編成することができま
す。この再編成により、4D Insider 上でのストラクチャの表示を簡素化できます。

グループ
グループを利用し、ストラクチャやライブラリ内のオブジェクトをその機能にもと
づいて整理することができます。オブジェクト同士をグループ化する際は、グルー
プと同じ名前のフォルダにそのオブジェクト群を移します。

各データベースやライブラリに対して、グループは必要に応じていくつでも作れま
す。また、グループ内には、必要に応じていくつでもサブグループを作成できます。

4D Insider は、グループを 1 つのオブジェクトタイプと見なします。ライブラリと
は異なり、グループの目的はデータベースのオブジェクトを複製することではな
く、オブジェクトを機能ごとのフォルダに再編成する点にあります。

グループは次のような目的のために使用します。 

■ データベースの構成を明らかにする 

■ データベースの特定の機能に関連するオブジェクトの移動を容易にする
874D Insider リファレンスマニュアル



グループの使用
たとえば、送り状システムに関するオブジェクトを 1 つのグループにし、在庫シス
テムに関するオブジェクトをもう1 つのグループにします。その後、送り状と在庫
のシステムの異なる部分におけるサブグループを作成することができます。システ
ムの一部を再利用するには、ライブラリやストラクチャからもう一方のライブラリ
やストラクチャにグループを移動するだけです。

オブジェクトの移動に関する詳細は、第 7 章の「オブジェクトの移動」を参照して
ください。 

グループの作成 グループを作成するには、

1 4D Insider を使って、データベースまたはライブラリを開きます。 

2「ツール」メニューから「新規グループ ...」を選択します。 

すると、次のようなダイアログボックスが現れるので、グループの名前を入力します。
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グループ
3 たとえば“グループ 1”などの、グループの名前を入力し、「設定」ボタンをクリッ
クします。 

グループの名前を選択し、「ツール」メニューから「置換 ...」を選択して、後でグ
ループ名を変更することもできます。

下図に示すように、ウインドウの「メイン」リストに新規グループが追加されます。

既存のグループを開く 既存グループの内容を見るには、 

■ グループフォルダの左側にある三角マークをクリックします。

グループフォルダを閉じるには、再度、三角マークをクリックします。

オブジェクトのグループ
への移動

オブジェクトをグループに追加するには、

1 オブジェクトを選択します。

隣り合ったオブジェクトのセレクションを作る場合は、“shift”キーを押したまま、
先頭と最後尾のオブジェクトをクリックします。連続してないオブジェクトのセレ
クションを作る場合は、“Ctrl キー”（Windows）または“コマンドキー”（Macintosh）
を押したまま、追加するオブジェクトをそれぞれクリックします。

2 選択されたオブジェクトのアイコン上にカーソルを移動させます。

カーソルが移動カーソルに変わります。 

三角形をクリック
894D Insider リファレンスマニュアル



グループの使用
3 オブジェクトをグループにドラッグします。 

グループ内に配置されるのは、移動可能なオブジェクトだけであることに注意して
ください。移動可能なオブジェクトに関する詳細は、第 7 章の「オブジェクトの移
動」を参照してください。

オブジェクトのグループへの移動を簡単にするには、同じデータベースまたはライ
ブラリに対して 2 番目のウインドウを開き、一方のウインドウからもう一方のウイ
ンドウにオブジェクトを移します。

新しい「メイン」ウインドウにグループを表示するには、 

■ Macintosh では、“option”キーを押したまま、「使用箇所」リストまたは「使用オ
ブジェクト」いずれかのリスト内のオブジェクトをクリックします。
Windows では、“Alt”キーを押したまま、「使用箇所」リストまたは「使用オブジェ
クト」いずれかのリスト内のオブジェクトをクリックします。

新しいメインウインドウが開かれるとき、オブジェクトのすべてが「メイン」リス
トに表示されています。

グループだけを表示するには、 

■「メイン」リストの「フィルタ」ポップアップメニューから「グループ」を選択します。

セレクションからのグ
ループ作成

あるセレクション内のオブジェクトからグループを作成するには、 

1「メイン」リストのオブジェクトを選択する。

隣り合ったオブジェクトのセレクションを作る場合は、“shift”キーを押したまま、
先頭と最後尾のオブジェクトをクリックします。連続してないオブジェクトのセレ
クションを作る場合は、“Ctrl キー”（Windows）または“コマンドキー”（Macintosh）
を押したまま、追加するオブジェクトをそれぞれクリックします。
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グループ
2 「ツール」メニューから「セレクションをグループ化 ...」を選択します。

ダイアログボックスが現れ、グループの名前を入力することができます。

3 グループ名を入力し、「設定」ボタンをクリックします。

選択されたオブジェクトを含んだグループが「メイン」リストに追加されます。

使用オブジェクトによる
グループ作成 

従属するオブジェクト、つまりオブジェクトから使われているオブジェクトをグ
ループ化することもできます。この場合、作成されるグループには、選択されたオ
ブジェクトとそのオブジェクトから使われているオブジェクトが含まれます。

オブジェクトのセレクションとその従属オブジェクトからグループを作成するには、

1 「メイン」リストのオブジェクトを選択します。

隣り合ったオブジェクトのセレクションを作る場合は、“shift”キーを押したまま、
先頭と最後尾のオブジェクトをクリックします。連続してないオブジェクトのセレ
クションを作る場合は、“Ctrl キー”（Windows）または“コマンドキー”（Macintosh）
を押したまま、追加するオブジェクトをそれぞれクリックします。
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グループの使用
2「ツール」メニューから「使用オブジェクトでグループ化 ...」を選択します。

すると、ダイアログボックスが現れ、グループの名前を入力することができます。

3 グループ名を入力し、「設定」ボタンをクリックします。

選択されたオブジェクトとそのオブジェクトから使われているオブジェクトを含
むグループが「メイン」リストに追加されます。

グループからのオブジェ
クト削除

グループからオブジェクトを削除するには、 

■ グループを開き、オブジェクトをグループの外側に移動します。

グループ内のオブジェク
ト上での処理実行

4D Insider は、グループ内のオブジェクトも他のオブジェクトと同じように扱うの
で、グループ化されたオブジェクトに対してあらゆる操作を行うことができます。
フィルタを適用したセレクションでは、グループはフィルタと一致するオブジェク
トだけを表示します。

検索を実行すると、検索条件を満たすオブジェクトがグループ内に存在している可
能性があります。この場合、検索によって生成されるリストに含まれるのはグルー
プの名前であり、グループ内にある条件に一致したオブジェクトの名前ではありま
せん。グループを開くと、グループの中で検索条件に一致したオブジェクトだけが
表示されます。
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第 7章 オブジェクトの移動

4D Insider を使用して、あるデータベースやライブラリから、別のデータベースや
ライブラリにオブジェクトを移すことができます。4D Insider でオブジェクトを移
動させ、以前に別のデータベース内で作成した機能を再利用することができます。

4D Insider でコピーできるのは、個々のオブジェクトだけに限りません。オブジェ
クトとその従属関係（そのオブジェクトから使用しているオブジェクト）をコピー
することができます。オブジェクトを従属オブジェクトとともに移すことにより、
データベースの機能の一部をまとめてコピーできます。たとえば、独自の「検索」
ダイアログボックスを作成した場合、使用するメソッドやその他のオブジェクトと
ともに「検索」ダイアログボックス用のフォームをコピーできます。そのフォーム
を別のデータベースにコピーしたり、データベースで頻繁に利用するオブジェクト
を集めたライブラリに追加することもできます。

移動可能なオブジェクト
ランゲージ要素（変数、配列、セット、セマフォ等）以外のオブジェクトはすべて
移動させることができます。ランゲージ要素は、スクリプトやプロシージャから参
照されますが、移せません。というのも、ランゲージ要素は 4 th Dimension が起動
されるまで物理的に作られないからです。同様に、コマンドは 4 th Dimension 自身
の一部なので、ストラクチャ間でコピーできません。

移動可能なオブジェクトには、次のようなものがあります。

データベースメソッド ピクチャライブラリ画像
フォーマット／フィルタ プラグイン
フォーム プロジェクトメソッド
グループ STR# リソース
リスト スタイルシート
メニュー Tips
メニューバー テーブル
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オブジェクトの移動
一緒に移動するオブジェクト
オブジェクトの中には、それだけでは動かせないものがあります。たとえば、フォー
ムをコピーすると、フォームメソッドやフォーム上の要素に付属したオブジェクト
メソッドも自動的にコピーされます。

次の表は、移動可能なオブジェクトと、同時に移動するオブジェクトを一覧にした
ものです。

注：オブジェクトのアイコン上にカーソルを置くと、動かせるオブジェクトかどう
かを判断できます。移動できるオブジェクトの場合、カーソルが右のように変わり
ます。 

オブジェクトの移動
オブジェクトをデータベースやライブラリから別のデータベースやライブラリに
移すことができます。オブジェクトを移す際、そのオブジェクトの従属関係がすべ
て調べられます。この従属関係のリストには、そのオブジェクトが使用するオブ
ジェクトがすべて含まれています。

移動可能なオブジェクト オブジェクトと一緒に移動するオブジェクト

データベースメソッド なし
フォーム フォームメソッド

オブジェクトメソッド
フォーマット／フィルタ なし
グループ グループ内のオブジェクト
リスト なし
メニュー なし
メニューバー なし
ピクチャライブラリ画像 なし
プラグイン なし
プロジェクトメソッド なし
STR# リソース なし
スタイルシート なし
テーブル フィールド

サブフィールド
トリガ
Tips（フィールドへのリンクあり）

Tips（フィールドへのリンクなし） なし
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オブジェクトの移動
データベース内のオブジェクトは相互に依存しているので、あるオブジェクトを移
した時、そのオブジェクトの機能を維持するために別のオブジェクトも移さねばな
らないことがあります。たとえば、メソッドを別のデータベースに移す場合、その
メソッドから呼ばれる他のメソッドも同様に移すといった具合です。時には、従属
オブジェクトの一部だけ、または従属オブジェクトなしでコピーしたい場合もある
でしょう。

オブジェクトを移す際、移動させるものを選択することができます。 

■ そのオブジェクト自身 

■ そのオブジェクトと、使用するオブジェクトの一部 

■ そのオブジェクトと、使用するすべてのオブジェクト

移動の際に、オブジェクトの移動方法を制御することができます。速度の速い移動
を行うために、オブジェクトと、使用するすべてのオブジェクトの移動を選択する
と、直ちに移動が行われます。他の場合は、移動に関する一連の質問を含んだウイ
ンドウが表示されます。

この質問には、主に次の 2 種類のタイプがあります。 

■ コピーに関するもの（同じ名前のオブジェクトがすでに存在するかどうか） 

■ 従属オブジェクトに関連するもの（オブジェクトが他のオブジェクトを使用してい
るかどうか）

注：この章では、移動させるオブジェクトが属しているデータベースやライブラリ
を“移動元”と呼び、オブジェクトを移す先のデータベースやライブラリを“移動
先”と呼びます。

移動の実行 移動元から移動先にオブジェクトを移すには、

1 4D Insider を開きます。

2 移動元のデータベースまたはライブラリを開きます。

3 移動先のデータベースまたはライブラリを開きます。

4 移動元のデータベースまたはライブラリの「メイン」リストから移動させるオブ
ジェクトを選択します。

この時、複数のオブジェクトを同時に選択することもできます。連続したセレク
ションを作る場合は、“shift”キーを押しながら、一連のオブジェクトの先頭と最
後尾をクリックします。連続してないセレクションを作る場合は、“Ctrl キー”
（Windows）または“コマンドキー”（Macintosh）を押しながら、対象のオブジェク
トの名前を個別にクリックします。
954D Insider リファレンスマニュアル



オブジェクトの移動
5 選択されたオブジェクトを「メイン」リストから移動先のデータベースまたはライ
ブラリにドラッグします。必要な場合は、モディファイキーを押しながら移動を行
います。（次節参照）

すると、移動に関する質問を含んだ次のようなウインドウが表示されます。
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オブジェクトの移動
移動により生成される質
問の制御

モディファイキーを使用せずに標準的な移動を行うと、移動の際に表示されるウイ
ンドウには最も重要な質問だけが納められています。たとえば、オブジェクトがす
でに移動先データベースに存在しているが、その内容が異なる場合、そのオブジェ
クトを置き換えるか、何も行わないかのいずれかを選択できます。

モディファイキーを使用することにより、4D Insider に次のうちのどちらかを行う
ように指示できます。 

■ 選択されたオブジェクトに使われるオブジェクトをすべてコピーする。：“Alt”キー
（Windows 上）または“option”キー（Macintosh 上）を押したまま移動すると、選
択されたオブジェクトは自動的にその従属オブジェクトとともにコピーされます。
この場合 4D Insider からは、従属オブジェクトに関する質問や、自動的に移動され
るよう指示した（後述する「環境設定：移動」ダイアログボックス内で）オブジェ
クトに関する質問は行われません。これは、従属オブジェクトに関する質問をすべ
て無効にします。  

■ すべての質問を表示する：コピーの際に“Ctrl (コントロール )”キーを押したまま
にするか（Macintosh）、または右マウスボタンを使用してオブジェクトを移動する
と（Windows）、移動に関する詳細な質問リストがウインドウに表示されます。 

移動に関する質問の回答 4D Insider からの質問は、リスト形式で表示されます。各質問は、次の 3 つの要素
から構成されています。 

■ オブジェクトの名前 

■ 質問内容 

■ 回答を選択するためのポップアップメニュー
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オブジェクトの移動
4D Insider からの各質問に対して、デフォルトの回答が選択されています。この回
答は（この後で説明する）「環境設定：移動」ダイアログボックス内で定義された
回答に対応しています。ポップアップメニューから他の回答を選択すると、その回
答はこの移動に対してのみ有効となり、オブジェクトに適用されます。

ウインドウの右上隅にはポップアップメニューがあり、表示させる質問のタイプを
選択します。質問をトピック別（コピーまたは参照オブジェクト）またはオブジェ
クトタイプ別に限定して選択できます。

このダイアログボックスの下側には、「OK」、「キャンセル」、「新規保存 ...」の 3つ
のボタンが用意されています。

コピーを実行するには、 

■ 質問への回答を終えたら、「OK」ボタンをクリックして、コピーを実行します。 

この場合、コピーの進行状況を示すウインドウが現れます。

コピーを取り消すには、 

■「キャンセル」ボタンをクリックします。

質問や回答をテキストファイルに保存する場合は、 

■「新規保存 ...」ボタンをクリックします。 

このボタンをクリックすると、「ファイル保存」ダイアログボックスが表示され、
テキストファイルの名前を入力したり、保存場所を選択することができます。 

トピック

オブジェクト

タイプ
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オブジェクトの移動
質問への各回答は、新たに別の質問を引き起こす可能性があります。質問に答える
と、質問タイトルの隣にチェックマークが付きます。移動ウインドウは、質問に回
答するたびに更新されます。

インデントされている質問は、それの上部に配置された質問の回答にそれらが依存
することを示します。

回答の説明 質問に対する回答は移動内容に依存します。ケースごとにそれぞれ異なります。そ
こで、ここではさまざまな回答結果に関する一般的な説明を行うことにします。

注：移動元と移動先という用語は、データベースストラクチャとライブラリの両方
に適用されます。

コピーと名前変更 状況： 同じ名前のオブジェクトが、すでに移動先に存在する。

動作：4D Insider によってダイアログボックスが表示され、オブジェクトの移動先
での名前を変更することができます。

置換 状況：同じ名前のオブジェクトが、すでに移動先に存在する。

動作：移動先のオブジェクトが、移動元のオブジェクトによって置き換えられます。

コピーしない 状況：同じ名前のオブジェクトが、すでに移動先に存在する。

動作：移動先のオブジェクトは、そのまま保持されます。

更新 状況：古いオブジェクトが、すでに移動先に存在する（この回答は、外部ルーチン
を移動する際によく出現します）。

動作：移動元のオブジェクトが移され、移動先にインストールされます。

このオブジェクトを使用する 状況：コピーしようとするオブジェクトから参照しているオブジェクトと同じ名前
のオブジェクトが移動先にすでに存在する。

動作：4D Insider によってオブジェクトだけがコピーされます。コピーされたオブ
ジェクトは、移動先の既存のオブジェクトを参照します。

無視 状況：コピーしようとするオブジェクトから参照しているオブジェクトが移動先に
存在しない。

動作：そのオブジェクトの参照オブジェクトはコピーされません。この回答を行う
場合、後で移動先を更新する必要があるかもしれません。
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オブジェクトの移動
たとえば、次のようなステートメントを含んだメソッドがあるとします。 

CREATE RECORD

 

 ([顧客 ]) 

[ 顧客 ] テーブルがないデータベースにこのメソッドを移すと、4D Insider からは [
顧客 ] テーブルが移動先に存在しないという警告が出されます。回答として「無視」
を選択すると、移動先データベースにあるメソッドのステートメントは次のように
なります。 

CREATE RECORD 

 

()

別のオブジェクトを使用する 状況：コピーしようとするオブジェクトから参照しているオブジェクトが、移動先
にすでに存在するか、または存在しない。

動作：移動先の別のオブジェクトを参照するように設定できます。この場合、ダイ
アログボックスが表示され、他のオブジェクトを選択することができます。

注：このオブジェクトタイプは、互換性を持っている必要があります。

オブジェクトをコピーする 状況：コピーしようとするオブジェクトから参照しているオブジェクトが移動先に
存在しない。

動作：4D Insider によって、参照しているオブジェクトが移動先に移されます。

注：この回答を選択すると、選択した回答は変更できなくなります（ポップアップ
メニューが使用不可になります）。誤ってこの回答を選択した場合は、「キャンセ
ル」ボタンをクリックし、移動をやり直します。

インストーラでプラグイン
を更新する

状況：コピーしようとするオブジェクト（メソッドやフォーム）は、4D プラグイ
ンを使用している。移動先は、これらのプラグインの旧バージョンを持っている。

動作：オブジェクトは移されますが、プラグイン用のインストーラを使って、後で
移動先のプラグインを更新する必要があります。

インストーラでプラグイン
をインストールする

状況：コピーしようとするオブジェクト（メソッドやフォーム）は、4D プラグイ
ンを使用している。移動先には、これらのプラグインがない。

動作：オブジェクトは移されますが、プラグイン用のインストーラを使って、後で
移動先のプラグインをインストールする必要があります。
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オブジェクトの移動
フィールドをテーブルに
追加する

状況：テーブルへのフィールドの追加を選択するケースは、次の 2 通りの場合が考
えられます。 

■ 移動先に存在しないテーブルを移し、移動先の別のテーブルを代わりに使うこ
とにした。 

■ 移動先にすでに存在するテーブルを移し、移動先のテーブルを置き換えること
にした。 

どちらの場合も、2 つのテーブルのフィールドが一致していない場合、フィールド
に関する一連の質問が行われます。また、移動元のテーブルのフィールド数が移動
先のテーブルのフィールド数よりも多い場合は、移動先のテーブルにフィールドを
追加するオプションが与えられます。

動作：フィールドは移動先のファイルにコピーされます。

注：この回答を選択すると、選択した回答を変更できなくなります（ポップアップ
メニューが使用不可になります）。誤ってこの回答を選択した場合は、「キャンセ
ル」ボタンをクリックし、移動をやり直します。

新規 ID 番号でコピーする 状況：別の番号でのコピーを選択するケースは、次の 2 通りの場合が考えられます。 

■ 移動先には、移そうとするメニューバーと同じ番号のメニューバーがある。 

■ 移動先には、移そうとするピクチャライブラリ画像と同じ番号のピクチャライ
ブラリ画像がある。

動作： 4D Insider によって、オブジェクトが移され、新しいメニューバー番号やピ
クチャ参照番号が割り当てられます。

新規メニューを作成する 状況：移動先には、移そうとするメニューと同じ名前（しかし、同じ内容ではな
い）のメニューがある、または移そうとするオブジェクトから参照しているメ
ニューが移動先に存在しない。

動作：4D Insider により、移動先にメニューが作成されます。 

オブジェクトのテーブルを
選択する

状況：テーブルは移さずに、そのフォームを1 つ移したい。

動作：4D Insider によりダイアログボックスが表示され、移動先でフォームが属す
テーブルを指定できます。

グループを更新する 状況：移動先には、同じ名前のグループが存在する。

動作： 4D Insider により、移動先のグループが移動元のグループの内容で更新され
ます。 
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スタイルシートを追加する 状況：移動先には、同じ名前のスタイルシートが存在する。

動作：既存のスタイルシートを置き換える代りに、 4D Insider により同じ名前で新
しくスタイルシートが作成される。

移動に関する環境設定
移動に関する環境設定を行うことにより、4D Insider で用意されているデフォルト
の回答を変更することができます。

環境設定を行うには、

1「ファイル」メニューから「環境設定」を選択します。

2 右側に現れるサブメニューから「移動 ...」を選択します。 
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移動に関する環境設定
「環境設定：移動」ダイアログボックスが現れ、回答を求められる質問のタイプご
とに、選択可能な回答を含んだポップアップメニューが表示されています。各質問
のタイプに対して、デフォルトの回答を設定することができます。 

デフォルトの回答を設定することにより、次のような 2 つの効果があります。 

■ 移動時に重要な質問がない、あるいは、コピーの際に“Control ”キー（Macintosh）
を押したままにしたり、または右マウスボタン（Windows）を使用しない限り、
この回答が自動的に適用されます。  

■ 重要な質問がある、あるいは、コピーの際に“Control ”キー（Macintosh）を押し
たままにしたり、または右マウスボタン（Windows）を押したままにした場合、こ
れらの回答は「移動」ウインドウにデフォルトの回答として表示されます。

選択した回答がデフォルトとして使用されても、コピーの際に“Control ”キー
（Macintosh）、または右マウスボタン（Windows）を押したままにすることにより、
いつでも回答を変更できることを覚えておいてください。

注：デフォルトの回答として、“コピーと名前変更”、“オブジェクトをコピーする”
または“フィールドをテーブルを追加する”を選択した場合は、コピーの前にこの
選択を変更できなくなります。詳細は、この章の中で前述した回答に関する説明を
参照してください。

テキストファイルにデフォルトの回答を保存するには、 

■「新規保存 ...」ボタンをクリックします。

すると、標準の「ファイル保存」ダイアログボックスが現れ、ファイル名と保存す
る場所を設定できます。 

環境設定が終了したら、「OK」ボタンをクリックします。
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区切りオブジェクトの定義
4D Insider では、区切りオブジェクトを定義できます。区切りオブジェクトとして
定義されたオブジェクトにより、移動中に参照の広がりを止めることができます。
「移動」ウインドウでは、区切りオブジェクトに使われるオブジェクトに関する質
問は行われず、区切りオブジェクトはコピーされません（従属関係をすべてコピー
するように指示した場合でも）。 

デフォルトでは、メニューとメニューバーが区切りオブジェクトと見なされます。
多くの場合、メニューはアプリケーションの中核をなしており、データベース内の
主要なメソッドをすべて参照します。メニューが区切りオブジェクトでない場合
は、メニューを移動させる前に、参照されているオブジェクトをすべてコピーして
おくようお勧めします。

使用しているインタフェースやプログラミングスタイルに応じて、区切りオブジェ
クトのリストを変更することができます。たとえば、他のタイプのオブジェクト
や、特定のオブジェクトを区切りオブジェクトとして指定することもできます。

次の2 つの方法で、区切りオブジェクトを定義します。 

■ 通常は、オブジェクトタイプによって 

■ 特別の場合として、特定のオブジェクトで

オブジェクトタイプによる 区切りオブジェクトにするオブジェクトタイプを指定するには、「ファイル」メ
ニューから「環境設定」を選択し、その右側にあるサブメニューから「区切りオブ
ジェクト ...」を選択します。
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区切りオブジェクトの定義
次のようなダイアログボックスが現れます。 

チェックマークが付いているオブジェクトは、すべて区切りオブジェクトと見なさ
れます。 

オブジェクトタイプにチェックマークを付加するには、 

■ オブジェクトの行をクリックします。

チェックマークを消去するには、 

■ 再度そのオブジェクト上をクリックします。

すべてのオブジェクトにチェックマークを付加するには、 

■“Shift”キーを押しながら、リストのタイトル上をクリックします。

すべてのオブジェクトにチェックマークを消去するには、 

■“Alt”キー（Windows）、“Option”キー（Macintosh）を押しながら、リストのタイ
トル上をクリックします。

オブジェクトによる 特定のオブジェクトを区切りオブジェクトとして指定するには、

1 「メイン」リストからそのオブジェクトを選択します。

2 「ツール」メニューから「ドキュメントを編集 ...」を選択します。
1054D Insider リファレンスマニュアル



オブジェクトの移動
そのオブジェクトの「ドキュメント」ウインドウが現れます。このウインドウに
は、「区切りオブジェクト」のチェックボックスが含まれており、オブジェクトを
区切りオブジェクトとして定義することができます。

このチェックボックスには、次の 3 種類の状態があります。 

■ グレー表示：変化なし。4D Insider は区切りオブジェクト用に環境設定でこのオブ
ジェクトタイプに設定したオプションを適用します。 

■ チェックあり：オブジェクトは、区切りオブジェクトになります。 

■ チェックなし：オブジェクトは区切りオブジェクトにはなりません。環境設定でこ
のオブジェクトタイプを区切りオブジェクトに定義していても無視されます。

注：「ドキュメント」ウインドウに関する詳細は、第8章の「オブジェクトのドキュ
メント化」を参照してください。
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第 8章 オブジェクトのドキュメント化

4D Insider では、ストラクチャやライブラリに含まれる大部分のオブジェクトをド
キュメント化することにより、複数プログラマーによる開発を支援します。このド
キュメントは、データベースのストラクチャに保存されます。

マルチユーザ版の 4D Server はもちろん、シングルユーザ版の 4 th Dimension でも、
このドキュメント機能を使用できます。

ドキュメント化できるオブジェクトタイプには、次のようなものがあります。 

■ プラグイン／プラグインコマンド 

■ フィールド 

■ フォーム 

■ グループ 

■ メニューバー 

■ メニュー 

■ メソッド（データベース、フォーム、オブジェクト、トリガ） 

■ テーブル

ドキュメントの作成
ここでは、ドキュメントの作成方法について説明します。次のような事柄が含まれ
ます。 

■「ドキュメント」ウインドウを開く 

■ ウインドウ内のテキストのフォント、フォントサイズ、および書体の変更 

■「区切りオブジェクト」オプションの設定 

■ オブジェクトが最後に修正された日付の表示
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「ドキュメント」ウインド
ウを開く

新しいドキュメントを作成、、または既存のドキュメントを修正するには、

1「メイン」リストからドキュメント化するオブジェクトを選択します。

2「ツール」メニューから「ドキュメントを編集 ...」を選択します。

「ドキュメント」ウインドウが現れます。

このウインドウには、最大 32,000 バイトまでの文字を入力することができます。こ
のウインドウの“コントロール メニュー”ボックスをクリックし「閉じる」を選
択すると（クローズボックスをクリックすると）、入力されたテキストは自動的に
保存されます。 
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ドキュメントの作成
フォント、フォントサイ
ズ、および書体の変更

「ドキュメント」ウインドウがアクティブになっている時、メニューバーの右側に
現れる「ドキュメント」メニューを使用して、テキストの外観を変更できます。

この「ドキュメント」メニューにより、標準のテキストエディタのようにテキスト
のフォントやフォントサイズ、書体を変更することができます。

「区切りオブジェクト」オ
プションの設定

「区切りオブジェクト」チェックボックスを使うと、選択したオブジェクトについ
て、移動時のオブジェクト参照を中止するかどうかの決定を変更することができま
す。

詳細は、第7 章の「オブジェクトの移動」の「区切りオブジェクト」の項を参照し
てください。 

最新修正日付の表示 「ドキュメント」ウインドウに表示される日付は、4 
th Dimensionや 4D Server の「デ

ザイン」モードでオブジェクトが最後に修正された日付です。たとえばプロジェク
トメソッドの場合、コードが最後に修正された日付を示します。

オブジェクトのドキュメントを修正しても、この日付は更新されないことを覚えて
おいてください。最新修正日付はオブジェクトの内容が修正された場合にのみ更新
されます。

あるバージョンの 4D からその後のバージョンにデータベースが変換された場合、
データベース変換以後オブジェクトが修正されていなければ、オブジェクトの最新
修正日付はストラクチャが変換された日付になります。
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オブジェクトのドキュメント化
ドキュメントの削除
ドキュメントを持つオブジェクトは、4D Insider の「メイン」ウインドウ内でアン
ダーライン付きで表示されます。

注：Macintosh版では、アンダーラインは表示されません。

オブジェクトのドキュメントを削除するには、

1 ドキュメントを持っているオブジェクトを選択します。

2「ツール」メニューから「ドキュメントを削除」を選択します。

削除を行うかどうかを確認するダイアログボックスが現れます。 
110 4D Insider リファレンスマニュアル



ドキュメントの印刷
「OK」ボタンをクリックすると、ドキュメントは消去され、「区切りオブジェクト」
オプションはデフォルトの値（「環境設定」ダイアログボックス内でセットされて
いる値）にリセットされます。

ドキュメントの印刷
ドキュメントは、テキストファイルの形式で印刷したり、書き出すことができま
す。詳細は、第10章の「印刷と書き出し」を参照してください。

一般ドキュメントの作成
ストラクチャやライブラリに関する一般的な説明を記述したドキュメントを作成
することができます。このドキュメントを作成するには、「ツール」メニューから
「一般ドキュメント ...」を選択します。

表示されるウインドウは、オブジェクトのドキュメント化に使われるウインドウと
まったく同じですが、「区切りオブジェクト」チェックボックスと最新修正日付が
ありません。
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オブジェクトのドキュメント化
マルチユーザ環境下のドキュメント作成 
4D Server データベースのドキュメントを開くと、ドキュメントはリードオンリー
（読み込み専用）モードで表示されます。ウインドウの左下隅に「リードオンリー」
アイコンが表示され、そのドキュメントがリードオンリー（読み込み専用）モード
であることを示します。 

このドキュメントを修正するには、 

■「リードオンリー」アイコンをクリックして、ドキュメントをリードライト（書き
込み可能）モードに変更します。

別のユーザにより、ドキュメントが修正中の場合、そのドキュメントはリードライ
ト（書き込み可能）モードでアクセスできません。この場合、ドキュメントの表示
は可能ですが、修正を行うことはできません。ドキュメントを修正しているユーザ
が「ドキュメント」ウインドウを閉じると、リードライト（書き込み可能）モード
になり、アイコンが「リードライト」アイコンに変わります。 

注：オブジェクトのドキュメントを初めて作成する場合、「ドキュメント」ウイン
ドウはデフォルトでリードライト（書き込み可能）モードで開きます。

プラグインコマンドの
コメント

プラグインコマンド（4D Draw、4D Calc 等）に関するドキュメントを作成する場
合、入力した情報は自動的にプラグインコマンドのコメントの位置に入れられま
す。External Mover Plus でデータベースを開いた時、プラグインコマンドをクリッ
クして、「Get Info」を選択すると、ドキュメントが表示されます。

逆に、プラグインコマンドのコメントエリアに情報が入っている場合は、プラグイ
ンコマンドを選択し、4D Insider で「ドキュメントを編集」を選択して、表示させ
ることができます。

リードオンリー
アイコン
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第 9章 データベースのローカライズ

他の国で使用できる 4 th Dimension のアプリケーションを作成する場合、ローカラ
イズの問題を考慮しておくことが重要です。アプリケーションを他の国の言語へと
ローカライズするには、アプリケーション内で使われているテキストを翻訳する必
要があります。オブジェクトに表示されるテキストを、ストリングリソースからア
クセスするように設計することにより、このローカライズ作業を楽に行えるように
できます。

4th Dimension のデータベースのローカライズは、非常に時間の掛かる作業です。と
いうのも、フォームやメニュー、メニューコマンドをそれぞれ使用する国の言語に
変更しなければならないからです。テキストの代わりに STR# リソースを使うと、
フォームやメニューをそのまま使用できます。また、ローカライズが必要なバー
ジョンごとに、STR# リソースを修正するだけで済みます。STR# リソースを作成し
た後は、フォームやメニューを表示したまま、その STR# リソースを編集できます。

リソースはデータベースのストラクチャファイルに納めておくことをお勧めしま
す。こうしておくと、どのマシン上の 4th Dimension を使用した場合でも、アプリ
ケーションのリソースをアクセスできます。

注：独自のリソースを作成する場合は、4 th Dimension のリソースとの混乱を避け
るために、15,000 以上の STR# ID 番号を割り当ててください。

使用テキストとしてストリングリソースをアクセスできるのは、次のオブジェクト
です。 

■ メニューとメニューアイテム 

■ ボタン 

■ フィールドラベルなど、フォーム内のテキストオブジェクト
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データベースのローカライズ
Macintosh と Windows の両環境で、4D Insider を使って STR# リソースの作成や修正
を行うことができます。Macintosh 上では、ResEdit ª などのリソースエディタで
STR# リソースを編集することもできます。

レイアウトやメニューに STR# リソースが使われていない場合、4D Insider によっ
て固定の文字列を変換し、代わりに STR#リソースを使うことができます。

また、4D Insider を使い、文字列を書き出して翻訳した後、再度その文字列をデータ
ベースに読み込むことができるので、4Dデータベースの翻訳作業が楽になります。

ここでは、 4D Insider を使用した STR# リソースの作成方法と修正方法について説
明します。

4D 環境でSTR#リソースを使用する 

メニューとメニューアイ
テムのローカライズ

メニューとメニューアイテムは、ストリングリソースを使用できるので、アプリ
ケーション内のメニューを完全にローカライズすることが可能です。 

4 
th Dimensionのメニューバーエディタで、新しくメニューバーを作る場合、カレン
トメニューバーエリアには、「ファイル」メニューが自動的に表示されています。
この“ファイル”はイタリック体で表示されており、「ファイル」メニューのテキ
ストをSTR# リソースからアクセスしていることを示します。 
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4D 環境でSTR#リソースを使用する
メニューまたはメニューアイテムのリソース ID と番号を表示するには、 

■“Ctrl”キー（Windows）または“コマンド”キー（Macintosh）を押しながら、メ
ニューバーエディタ上のイタリック体で表示されたメニューやメニューアイテム
をクリックします。

そのメニューあるいはメニューアイテムのリソース ID と番号が表示されます。次
の図は「ファイル」メニューをクリックしたところを示したものです。

“:79,1”は、メニュー名の文字列が STR# リソース 79 の 1 番目のアイテム からアク
セスされたものであることを表しています。このメニューを 4 th Dimension のドイ
ツ版で使用すると、「ファイル」メニューは自動的に“Ablage”と表示されます。

メニューや、メニューアイテムにストリングリソースを割り当てるには、

1 「メニュー」エディタで、既存のメニューまたは、メニューアイテムをクリックします。 
または、
新しいメニューまたはメニューアイテムを作成します。

こうして、メニューまたはメニューアイテムを選択します。

2 テキストがあればそれを削除し、割り当てようとするストリングリソースのリソー
ス ID とアイテム番号を入力します。

リソースは必ず「:ID, 番号」の形で指定してください。先頭のコロンと、リソース
ID とストリング番号を分けるコンマを忘れないようにしてください。 
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データベースのローカライズ
ボタンのローカライズ ボタンテキストとしてストリングリソースを使用できるので、フォーム上のボタン
をアプリケーション全体にわたってローカライズすることができます。

ボタンにストリングリソースを割り当てるには、

1「フォーム」エディタで、ボタンをダブルクリックします。

「オブジェクトプロパティ」ダイアログボックスが表示されます。

2 割り当てようとするストリングリソースのリソース ID と番号を「ボタンラベル：」
エリアに入力します。

リソースは必ず「:ID, 番号」の形で指定してください。先頭のコロンと、リソース
ID とストリング番号を分けるコンマを忘れないようにしてください。

3「オブジェクトプロパティ」ウインドウをクローズして「フォーム」エディタに戻
るか、または“Tab”キーを押して変更を確定します。

「フォーム」エディタには、ボタンラベルとして、リソース ID とストリング番号が
表示されていることに注意してください。「ユーザ」モードまたは「カスタム」モー
ドで、ボタンラベルはストリングリソースの内容で置き換えられます。

注：「オブジェクト」メニューから「フォーマット表示」および「リソース表示」
を選択し、結果を「フォーム」エディタでテストすることもできます。詳細は、
『4th Dimensionデザインリファレンス』を参照してください。 
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4D 環境でSTR#リソースを使用する
テキストエリアのローカ
ライズ

固定テキストオブジェクトからもストリングリソースを使用できます。これによ
り、フォームやレポート内の、フィールドラベル、フォームタイトル、その他の説
明に使用するテキストをローカライズすることができます。

固定文字列にストリングリソースを割り当てるには、

1 「フォーム」エディタでテキストを選択します。

次の図は、フィールドラベルを選択したところを示しています。

ボタンのリソース ID と
番号

フィールドラベルを選択
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データベースのローカライズ
2 割り当てようとするストリングリソースの、STR# リソース ID とストリング番号
を入力します。

リソースは必ず「:ID, 番号」の形で指定してください。先頭のコロンと、リソース
ID とストリング番号を分けるコンマを忘れないようにしてください。

テキストエリアには、STR# リソース ID とストリング番号が表示される点に注意
してください。「ユーザ」モードまたは「カスタム」モードで、テキストエリアは
ストリングリソースの内容で置き換えられます。

注：「オブジェクト」メニューから「フォーマット表示」および「リソース表示」
を選択し、結果を「フォーム」エディタでテストすることもできます。詳細は、
『4th Dimensionデザインリファレンス』を参照してください。

4D Insider 環境で STR#リソースを使用する

テキストの STR# 
リソースへの変換

4D Insider を使って、フォームやメニュー内のテキストを簡単に STR# リソースに
変換することができます。変換処理は「メイン」リスト内に現在表示されているオ
ブジェクトに対して行います。これらオブジェクトの固定文字列はすべて STR# の
項目になります。 

検索を行ったりフィルタを使用して「メイン」リスト内のオブジェクトのセレク
ションを小さくすると、オブジェクトの機能に応じて文字列を論理的なグループに
分けることができます。たとえば、すべてのメニューを1 つの STR# の中に入れた
り、または各メニューを独自の STR# に配置することができます。 

フィールドラベルの
リソースID と番号
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4D Insider 環境で STR# リソースを使用する
注：4D Insider は、2つのテキストストリングが同じであるかどうか判断し、STR#
リソースに同じ文字列を複数個追加することはありません。しかし、古いSTR#リ
ソースを使用する場合、新しいストリングが最後に追加されるため、同じストリン
グが存在する可能性があります。

テキストをSTR#リソースに変換するには、

1 変換するオブジェクトだけを「メイン」リストに表示させます。

必要に応じて、サブセットを作成したり、「メイン」リスト内のオブジェクトにフィ
ルタや検索を適用します。

4D Insider は、フォームやメニュー内のテキストを STR# リソースに変換します。各
STR# リソースには、最大 256 個の文字列アイテムを含むことができます。「メイ
ン」リスト内のオブジェクトにこれ以上の文字列が必要な場合、必要な数のSTR#
リソースが作られます。

2 「ツール」メニューから「テキストからSTR#...」を選択します。 
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データベースのローカライズ
「テキストからSTR# リソースへ」ダイアログボックスが現れます。 

3「リソース名：」ボックスにSTR# リソースのの名前を入力します。

4「リソース番号：」ボックスにSTR# リソースの ID番号を入力します。

この番号は、15000 から 32000 の間の数値にします。15000 より小さい番号や 32000
より大きい番号を入力すると、「新規」ボタンは使用可になりません。

5「新規」ボタンをクリックした後、「設定」ボタンをクリックします。

STR#リソースが作成されます。 

STR# リソースの編集 4D Insiderで、データベース内の STR# リソースを編集することができます。 

STR#リソースを編集するには、

1「メイン」リストのポップアップメニューから「STR# リソース」フィルタを選択
します。

「メイン」リストにデータベースのSTR# リソースが表示されます。

2「メイン」リスト内で編集する STR# リソースを選択します。

3「ツール」メニューから「STR#編集 ...」を選択します。 

4D Insiderのメニューバーに「STR#」メニューが現われます。

STR# メニュー
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4D Insider 環境で STR# リソースを使用する
4D Insider の「リソースエディタ」ウインドウが現れます。ウインドウのタイトル
バーには、STR#リソース ID が表示されます。

4 文字列アイテムの修正、追加、挿入、削除を行い、STR#リソースを編集します。

文字列を修正するには、その文字列の入力エリアをクリックし、標準のテキスト編
集ツールを用いて、文字列を修正します。

文字列の追加、挿入、削除には、「STR#」メニューを使用します。 

■ 追加：文字列リストの最後に新しい文字列を追加します。 

■ 挿入：カーソルが位置する文字列の上に新しい文字列アイテムを挿入します。 

■ 削除：カーソル位置の文字列を削除します。

注：フォームやメニューに使われている参照オブジェクトがずれる可能性がある
ので、文字列の挿入や削除は危険を伴います。

5 “閉じる”ボタンをクリック（クローズボックスをクリック）してダイアログボッ
クスを閉じます。

ダイアログボックスをクローズする時、変更を保存するかどうか確認されます。 

6 「はい」ボタンをクリックして、変更結果を保存します。

STR#リソースのテキス
トへの変換 

4D データベースを他の言語へ翻訳する作業を楽にするために 4D Insider では、ス
トリングリソースをテキストとして書き出して翻訳した後、再度その文字列をデー
タベースに読み込むことができます。さらに、この機能を使って、STR#リソース
の内容をフォームやメニューにコピーしたり、あるいはデータベースからSTR#リ
ソースを取り除いたりすることができます。

STR# リソース ID
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データベースのローカライズ
STR#リソースをテキストに変換するには、

1 検索を行ったりフィルタを適用して 、変換するオブジェクトのセレクションだけ
を「メイン」リストに表示させます。

2「ツール」メニューから「STR#からテキスト ...」を選択します。

次のダイアログボックスが現われます。

3「OK」をクリックします。

STR#リソースの内容がフォームのテキストエリアに戻されます。
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第 10章 印刷と書き出し

4D Insider では、「メイン」リスト内のオブジェクトに関する情報を印刷したり書き
出しすることができます。各オブジェクトに対して、「メイン」ウインドウに現在
表示されているオブジェクトの情報を印刷したり書き出すことができます。

オブジェクトごとに、次のような項目を含むことができます。 

■ オブジェクトの内容 

■ オブジェクトのドキュメント 

■「使用箇所」リスト 

■「使用オブジェクト」リスト

印刷
「メイン」リスト内のオブジェクトを印刷する際には、各オブジェクトの名前が含
まれます。オブジェクト名の後にオブジェクトの内容や、使われているオブジェク
ト、使用するオブジェクト、およびオブジェクトのドキュメントを印刷します。

一連のオブジェクトを印刷するには、

1 「メイン」リストにオブジェクトを表示します。

必要に応じて、サブセットの作成、フィルタの適用、または目的のオブジェクトを
表示するための検索を実行します。

2 「ファイル」メニューから「プリント ...」を選択します。 
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印刷と書き出し
「プリント」ダイアログボックスが表示されます。 

「プリント」ダイアログボックスには、4 つのチェックボックスがあります。  

■ オブジェクト内容印刷：「オブジェクト内容」エリアに表示される通りにオブ
ジェクトのピクチャが印刷されます。エリアに表示されないテーブルやプラグ
インなどのオブジェクトには、印刷する内容がありません。各オブジェクトタ
イプの表示に関する詳細は、第 3 章の「データベースオブジェクトの表示」を
参照してください。 

■ オブジェクト使用箇所印刷：オブジェクトが使われるオブジェクトの名前が印
刷されます。 

■ 使用オブジェクト印刷：オブジェクトが使用するオブジェクトの名前が印刷さ
れます。 

■ ドキュメント印刷：オブジェクトに追加されたドキュメントが印刷されます。
ドキュメントの作成に関する詳細は、第 8 章の「オブジェクトのドキュメント
化」を参照してください。 

3 任意のオプションを選択し、「プリント」ボタンをクリックします。 

標準の「プリンタ」ダイアログボックスが現れます。 

4「プリント」ボタン（Macintosh）または「OK」ボタン（Windows）をクリックし、
情報を印刷します。

4D Insiderが印刷する情報を準備する間、進捗ダイアログボックスが表示されます。

「キャンセル」ボタンをクリックすると、印刷が中止されます。

「停止」ボタンをクリックすると、印刷を一時的に止めることができます。.

印刷を継続させるためには、「再開」ボタンをクリックします。
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書き出し
書き出し
「メイン」リスト内のオブジェクトを、テキストファイルに書き出すことができま
す。オブジェクトを書き出す際、オブジェクトの内容、使用されているオブジェク
ト、使用するオブジェクト、ドキュメントのいずれを書き出すのか選択することで
きます。データベースやライブラリからオブジェクトを書き出せます。

書き出しファイルにはテキストしか入らないので、オブジェクトがテキストベース
の場合にのみ書き出すことができます。テキストベースのオブジェクトには次のよ
うなものがあります。

Macintosh、Windows ともに、オブジェクトの書き出し機能は同じですが、インタ
フェースの違いにより手順が異なります。ご使用のプラットフォームに応じた方法
に従ってください。

Macintosh 上でのオブ
ジェクト書き出し

Macintosh 上でオブジェクトを書き出すには、

1 書き出そうとするオブジェクトを「メイン」リストに表示します。

必要に応じて、サブセットの作成、フィルタの適用、および目的のオブジェクトを
表示するための検索を実行します。

2 「ファイル」メニューから「書き出し ...」を選択します。

データベースメソッド
フォームメソッド
オブジェクトメソッド
プロジェクトメソッド
Tips
トリガ
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印刷と書き出し
「書き出しファイル指定」ダイアログボックスが現れるので、ここで書き出すファ
イルの名前や、書き出す情報のタイプ、書き出しファイルの保存場所を指定します。

このダイアログボックスには、5つのチェックボックスがあります。 

■ オブジェクト内容：「メイン」リスト内のメソッド、トリガ、Tips の内容が書
き出されます。その他のテキストとして表示されないオブジェクトもリストに
現われますが、その内容は書き出されません。 

■ オブジェクト使用箇所：「使用箇所」リスト内のオブジェクト名が書き出され
ます。 

■ 使用オブジェクト：「使用オブジェクト」リスト内のオブジェクト名が書き出
されます。 

■ 4D XREF 2.0 フォーマット：この機能は 4D XREF 2.0 フォーマットを使用して
いる場合にのみ有効です。このオプションを選択すると、4D Insiderはこの形
式でオブジェクトの書き出しを行います。このチェックボックスを選択した場
合、その他のオプションは選択不可になります。. 

■ ドキュメント：オブジェクトに記述されたドキュメントがスタイルなしで書き
出されます。ドキュメントの作成に関する詳細は、第 8 章の「オブジェクトの
ドキュメント化」を参照してください。 

3 必要なら、新しいファイル名を入力します。

デフォルトのファイル名は、データベースのストラクチャファイル名の後に
“.Export”を付けたものです。.

4 オプション選択後、「保存」ボタンをクリックして、オブジェクトを書き出します。

書き出しが終了すると、生成された書き出しファイルはテキストエディタを使っ
て、開くことができます。 
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書き出し
Windows 上でのオブジェ
クト書き出し

Windows 上でオブジェクトを書き出すには、 

1 書き出そうとするオブジェクトを「メイン」リストに表示します。

必要に応じて、サブセットの作成、フィルタの適用、目的のオブジェクトを表示す
るための検索を実行します。

2 ファイル」メニューから「書き出し ...」を選択します。

「書き出し」ダイアログボックスが現れるので、ここで書き出す情報のタイプを指
定します。

このダイアログボックスには、5つのチェックボックスがあります。 

■ オブジェクト内容書き出し：「メイン」リスト内のメソッド、トリガ、Tips の
内容が書き出されます。その他のテキストとして表示されないオブジェクトも
リストに現われますが、その内容は書き出されません。 

■ オブジェクト使用箇所書き出し：「使用箇所」リスト内のオブジェクト名が書
き出されます。 

■ 使用オブジェクト書き出し：「使用オブジェクト」リスト内のオブジェクト名
が書き出されます。 

■ ドキュメント書き出し：このチェックボックスを選択すると、オブジェクトに
記述されたドキュメントがスタイルなしで書き出されます。ドキュメントの作
成に関する詳細は、第 8 章の「オブジェクトのドキュメント化」を参照してく
ださい。 

■ 4D XREF 2.0 フォーマット：この機能は 4D XREF 2.0 フォーマットを使用して
いる場合にのみ有効です。このオプションを選択すると、4D Insiderはこの形
式でオブジェクトの書き出しを行います。このチェックボックスを選択した場
合、その他のオプションは選択不可になります。
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印刷と書き出し
3 選択を行い、「書き出し」ボタンをクリックします。

標準の「ファイル保存」ダイアログボックスが現れます。

4 必要なら、新しいファイル名を入力します。

デフォルトのファイル名は、データベースのストラクチャファイル名の後に“.txt”
を付けたものです。

5「保存」ボタンをクリックして、オブジェクトを書き出します。

書き出しが終了すると、生成された書き出しファイルはテキストエディタを使っ
て、開くことができます。 
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付録 A キーボードショートカット

ここでは、Macintosh およびWindows上で使用できる4D Insiderのキーボードショー
トカットについて説明します。 

動作 : Macintosh上 Windows 上

次のリストを選択する リスト内でタブキー リスト内でタブキー

「使用オブジェクト」リスト
を「メイン」リストに移す

コマンド - ←または
コマンド - ↑

Ctrl - ←または Ctrl- ↑

「使用箇所」リストを「メ
イン」リストに移す

コマンド - →または 
コマンド - ↓

Ctrl - →または Ctrl - ↓

「メイン」リストで選択さ
れたオブジェクトを表示し
た新規ウインドウを開く

「使用箇所」リスト、「使用
オブジェクト」リスト内で
オブジェクトを「Option-
クリック」

「使用箇所」リスト、「使用
オブジェクト」リスト内で
オブジェクトを「Alt- ク
リック」

オブジェクトの連続したセ
レクションを作成する

リスト内でオブジェクト上
で「Shift-クリック」

リスト内でオブジェクトを
「Shift - クリック」

オブジェクトの連続していな
いセレクションを作成する

リスト内のオブジェクトを
「コマンド - クリック」

リスト内でオブジェクトを
「Ctrl - クリック」

選択されたオブジェクトだ
けをリスト上に表示する

リストのタイトルを
「Control - クリック」

右マウスボタンで リスト
のタイトルをクリック

カラム内のオブジェクトを
すべて選択する

「フィルタ編集」ダイアロ
グボックスでカラムタイト
ルをクリック

「フィルタ編集」ダイアロ
グボックスでカラムタイト
ルをクリック

カラム内のオブジェクトす
べてを選択解除する

「フィルタ編集」ダイアロ
グボックスでカラムタイト
ルを「Option - クリック」

「フィルタ編集」ダイアロ
グボックスでカラムタイト
ルを「Alt - クリック」

選択されたオブジェクトに
続けてフィルタを適用する

“Option”キーを押しなが
ら連続フィルタを選択

“Alt”キーを押しながら連
続フィルタの選択
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キーボードショートカット
動作 :  Macintosh 上 Windows 上

メニューアイテムに関連す
るメソッドを表示する

「オブジェクト内容」エリ
アでメニューアイテムをダ
ブルクリック

「オブジェクト内容」エリ
アでメニューアイテムをダ
ブルクリック

メニューアイテムに関連す
るメソッドを新しいウイン
ドウに表示する

「オブジェクト内容」エリ
アでメニューアイテムを
「Option - クリック」

「オブジェクト内容」エリ
アでメニューアイテムを
「Alt - クリック」

カラム内のオブジェクトを
すべて選択する

「検索」ダイアログボック
スでカラムタイトルをク
リック

「検索」ダイアログボック
スでカラムタイトルをク
リック

カラム内のオブジェクトを
すべて選択解除する

「検索」ダイアログボック
スでカラムタイトルを
「Option - クリック」

「検索」ダイアログボック
スでカラムタイトルを
「Alt - クリック」

移動に関する質問の詳細リ
ストを表示する

“Control”キーを押しなが
らオブジェクトを移動

右マウスボタンでオブジェ
クトを移動

オブジェクトとともに従属
オブジェクト（オブジェク
トが使用するオブジェク
ト）をすべて移す

“Option”キーを押しなが
らオブジェクトを移動

“Alt”キーを押しながらオ
ブジェクトを移動
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付録 B Customizer Plus ユーティリティ

4D Insider のカスタマイズ
Customizer Plus ユーティリティを使用して、4D Insider のさまざまな部分をカスタ
マイズすることができます。このユーティリティプログラムは、4th Dimensionおよ
び 4D Server に付属しています。

Customizer Plusで 4D Insider を開くと、次のダイアログボックスが表示されます。 

Windows

Macintosh
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Customizer Plus ユーティリティ
4D Insiderの次のリソースを設定することができます。  

■ コマンドのトランスレーション 

■ スクリプトマネージャ 

■ メソッド 

■ ADSP 設定（Macintosh でネットワークコンポーネントがインストールされている
場合） 

■ フォント  

■ 変換

設定ウインドウを開くには、対応するリソースのアイコンをダブルクリックします。

オプションタイプの設定

コマンドのトランスレー
ション

4th Dimension と同様に、このオプションにより「メソッド」エディタの4Dコマン
ドに用いる言語を変更することができます。 

スクリプトマネージャ リソースの検索やソートの選択に加えて、「メソッド」エディタや印刷用のスタイ
ルを無効にすることができます。主に日本語やアラビア語等の非ローマンシステム
では、「スタイルなし」にする必要があります。これらのシステムでは、ボールド、
イタリック等の文字スタイルがサポートされません
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オプションタイプの設定
メソッド これらのオプションにより、メソッドオブジェクト（各種）の表示時に「メイン」
ウインドウの「オブジェクト内容」エリアに現われる各種要素（テーブル、コマン
ド、キーワード等）の色をカスタマイズできます。

ADSP設定（Macintosh
のみ）

ADSPウインドウにより、ADSPネットワークコンポーネントの設定を変更できま
す。これらのオプションは、4D Insiderにネットワークコンポーネントがインストー
ルされている場合にのみ有効です。

ADSPのオプションに関する詳細は、ネットワークコンポーネントのドキュメント
を参照してください。 
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Customizer Plus ユーティリティ
フォント 「フォント」リソースのダイアログボックスには、4 つのポップアップメニューが
あり、4D Insider のユーザインタフェースで用いるフォントを選択できます。ポッ
プアップメニューの右側にある入力エリアにはフォントサイズを入力します。

外観の美しさ以外にも、この機能は非ローマンシステムの国々にとって便利なもの
です。 

■ 1 番目のポップアップメニューでアプリケーションフォントを指定します。この
フォントは「メイン」ウインドウ、「フィルタ」エディタ、区切りオブジェクトの
リストに加えて、STR# のテキストや「検索」ダイアログボックスで使用されます。
「ドキュメント」ウインドウの内容もまた、このフォントで表示されます。 

■ 2 番目のポップアップメニューで 4D Insider のポップアップメニューで使用する
フォントを指定します。このポップアップメニューには、次のものが含まれます。 

■ 「メイン」ウインドウの「フィルタ」ポップアップメニュー 

■ 応答リストを含むポップアップメニュー 

■ 「検索」ダイアログボックスのポップアップメニュー 

■ 3 番目のポップアップメニューは印刷に関連し、指定したフォントは4D Insider か
ら印刷されるテキストに使用されます。 

■ 4番目のポップアップメニューでオブジェクトの移動に関連する質問のリストで用
いるフォントを指定します。
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オプションタイプの設定
変換 ASCIIテーブルは 4D Insiderが内部的に使用するテーブルで、あるプラットフォー
ムから別のプラットフォームへ文字列やテキストを変換する際に用いられます。通
常、このテーブルを変更する必要はありません。

最初、このオプションが使用不可になっている場合、このアイコンをダブルクリッ
クすることにより、4D Insider プログラム内に変換リソースを作成することができ
ます。
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Customizer Plus ユーティリティ
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